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の
皆
さ
ん
は
抽
選
に
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

現
役
の
取
材
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
な
い
の

で
申
し
わ
け
な
い
が
、賛
助
会
員
の
方
々

や
抽
選
に
も
れ
た
会
員
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
生

中
継
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

■
故
・
平
田
会
員
か
ら
の
寄
付
金

　

３
月
25
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
平
田
真
巳

会
員
（
元
共
同
論
説
委
員
長
）
の
遺
言
執

行
人
・
戸
塚
洋
子
さ
ん
が
、
６
月
29
日
に

事
務
局
を
訪
れ
た
。

　
「
故
人
の
遺
志
で
す
」
と
、
１
０
０
万

円
を
差
し
出
さ
れ
た
。
平
田
さ
ん
に
は
通

算
で
��
年
間
ク
ラ
ブ
の
企
画
委
員
と
し
て

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。
先
に
逝
っ
た
東

京
新
聞
論
説
主
幹
の
広
瀬
一
郞
さ
ん
と
の

名
コ
ン
ビ
で
、
貿
易
摩
擦
、
土
地
問
題
な

ど
の
研
究
会
を
精
力
的
に
企
画
し
、
司
会

に
も
当
た
っ
て
く
れ
た
。
お
二
人
な
ど
が

中
心
だ
っ
た「
産
業
構
造
」の
研
究
会
は
、

『
80
年
代
の
産
業
構
造
』
の
タ
イ
ト
ル
で
、

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
編
と
し
て
日
経
か
ら
出

版
さ
れ
て
い
る
。

　

お
申
し
出
の
寄
付
金
は
理
事
会
の
承
認

を
経
て
、
あ
り
が
た
く
ク
ラ
ブ
賞
基
金
に

繰
り
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ク
ラ
ブ

賞
へ
の
個
人
や
各
社
か
ら
の
寄
付
は
、
こ

れ
で
約
３
８
０
０
万
円
に
な
っ
た
。一
般

会
計
予
算
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
含
め
て
、

現
在
の
基
金
残
高
は
約
１
億
円
に
な
っ
て

い
る
。�

（
専
務
理
事　

岩
崎
玄
道
）

官
補
は
「
戦
後
で
最
も
重
要
な
選
挙
に
な

る
」
と
い
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
う
で
あ
れ

ば
こ
そ
次
官
補
に
も
当
ク
ラ
ブ
の
意
向
を

入
れ
て
、こ
こ
で
会
見
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

　

解
散
（
７
・
2�
）
の
翌
日
、
斎
藤
史
郎

理
事
長
、
船
橋
洋
一
企
画
委
員
長
の
連
名

で
、
自
民
、
民
主
、
公
明
、
共
産
、
民
社
、

国
民
新
の
各
党
首
に
、
当
ク
ラ
ブ
主
催
の

　

昨
年
９
月
の
麻
生
政
権
発
足
直
後
か
ら

「
解
散
時
期
」
を
め
ぐ
っ
て
の
政
局
が
ダ

ラ
ダ
ラ
長
い
こ
と
続
い
た
の
で
、
ど
こ
の

政
治
部
も
ア
ゴ
を
だ
し
疲
労
困
憊
な
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
う
え
戦
後
最
長
40
日
間
の
事
実
上

の
選
挙
戦
。
ま
さ
し
く
政
治
記
者
の
真
骨

頂
が
試
さ
れ
る
夏
に
な
っ
た
。

　

先
月
訪
日
し
た
キ
ャ
ン
ベ
ル
米
国
務
次

「
６
党
党
首
討
論
会
」を
開
催
へ

一
つ
は
「
解
散
時
衆
参
で
５
人
以
上
の
議

員
」
で
、
も
う
一
つ
は
「
直
近
の
総
選
挙

ま
た
は
参
院
の
通
常
選
挙
で
、
有
効
投
票

総
数
の
１
０
０
分
の
２
以
上
の
得
票
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ク
ラ
ブ
主
催
の
国
政
選
挙
で
の
「
党
首

討
論
会
」
は
こ
ん
ど
で
�0
回
目
に
な
る
。

第
１
回
は
１
９
９
０
年
２
月
２
日
だ
っ
た
。

５
党
代
表
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
海
部

vs
土
井
が
主
戦
だ
っ
た
。
結
果
は
自
民
が

安
定
多
数
の
２
７
５
議
席
で
、
社
会
は
83

か
ら
１
３
６
議
席
に
大
躍
進
し
た
。

　

あ
れ
は
画
期
的
な
討
論
会
で
、
池
田
自

民
総
裁
、
江
田
社
会
委
員
長
代
行
、
西
尾

民
社
委
員
長
に
よ
る「
３
党
首
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
討
論
会
」（
１
９
６
０
・
�2
・
�2
）

以
来
30
年
ぶ
り
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
こ

と
も
あ
っ
て
有
権
者
の
関
心
が
高
く
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
だ
け
で
な
く
民
放
キ
ー
局
も
生
中
継

し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
視
聴
率
は
��
・
８
％
で
、

午
後
８
時
か
ら
行
っ
た
再
放
送
は
�5
・
３

％
だ
っ
た
。

　

今
回
も
政
権
交
代
は
も
と
よ
り
、
選
挙

後
の
連
立
、
再
編
な
ど
ニ
ュ
ー
ス
価
値
が

大
変
高
い
の
で
、
ペ
ン
取
材
の
人
数
は
各

社
単
位
で
の
割
当
制
に
し
た
。個
人
D
会
員

「
党
首
討
論
会
」
の
実
施
要
領
を

お
届
け
し
た
。

　

会
員
の
一
部
か
ら
は
、
麻
生
さ

ん
と
鳩
山
さ
ん
の
頂
上
対
決
を
企

画
す
べ
き
だ
と
の
声
も
事
務
局
へ

寄
せ
ら
れ
た
。
が
、参
加
政
党
は
、

公
選
法
、
政
治
資
金
規
正
法
が
規

定
し
て
い
る
、
政
党
要
件
を
両
方

と
も
満
た
す
と
こ
ろ
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
（
第
３
８
９
回
企
画
委

員
会
決
定
）。

　

確
認
の
た
め
書
く
と
、
要
件
の

代表として「政権運営」の3原則を
発表した会見（7.10）での揮ごう

http://www.jnpc.or.jp

８
月
17
日
午
後
１
時
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７
・
２
（
木
）
研
究
会
「
イ
ラ
ン
大
統

領
選
挙
後
の
政
治
危
機
」
②　

司
会　

脇
祐
三
委
員　

出
席　

54
人

田た
な
か中　

浩こ
う

一い
ち
ろ
う郎　

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
研
究
所
中
東
研
究
セ
ン
タ
ー
長

▼
革
命
体
制　

内
部
で
大
き
な
揺
ら
ぎ
が

　

イ
ラ
ン
・

イ
ス
ラ
ム
共

和
国
の
政
治

体
制
を
、
イ

ス
ラ
ム
と
共

和
制
の
「
ハ

イ
ブ
リ
ッ

ド
」
と
表
現

し
た
。
そ
の

う
え
で
、
６

月
の
選
挙
と
抗
議
デ
モ
へ
の
対
応
で
、
共

和
制
の
部
分
が「
色
あ
せ
た
」と
断
定
。「
強

硬
派
法
学
者
の
主
張
す
る『
共
和
制
廃
止
』

と
い
う
方
向
性
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
想

起
さ
せ
る
状
態
に
あ
る
」
と
み
る
。

　

ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ
ャ
ド
大
統
領
再
選
に

は
、
二
つ
の
意
味
が
内
包
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。

　

ま
ず
、
イ
ラ
ン
版
「
チ
ェ
ン
ジ
」
は
な

い
こ
と
を
、
ハ
メ
ネ
イ
最
高
指
導
者
が
対

外
的
に
宣
言
し
た
こ
と
に
な
る
。
核
開

発
、
米
国
と
の
関
係
修
復
、
中
東
和
平
な

ど
各
問
題
へ
の
強
硬
姿
勢
は
今
後
も
変
わ

ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

そ
し
て
、
国
を
二
分
す
る
よ
う
な
政
治

問
題
が
生
じ
た
際
に
本
来
は
大
所
高
所
か

ら
調
停
者
と
し
て
振
る
舞
う
べ
き
最
高
指

導
者
が
、
１
人
の
候
補
に
肩
入
れ
し
、
役

割
を
放
棄
し
た
こ
と
。
ア
フ
マ
デ
ィ
ネ
ジ

ャ
ド
大
統
領
が
今
後
は
強
権
的
体
質
を
強

め
、
摩
擦
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
中

で
、
体
制
を
安
定
さ
せ
る
仕
組
み
が
な
く

な
っ
た
。

　

抗
議
に
加
わ
っ
た
人
た
ち
を
大
統
領
が

「
チ
リ
や
ホ
コ
リ
」
と
呼
ん
だ
。
田
中
さ

ん
は
「
チ
リ
、
ホ
コ
リ
こ
そ
が
公
害
の
よ

う
な
外
部
不
経
済
で
あ
り
、
体
制
を
脅
か

す
も
の
だ
。
体
制
の
安
定
は
そ
れ
を
取
り

込
め
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
」
と

い
う
。
体
制
が
こ
れ
を
無
視
し
た
ま
ま
で

は
、
不
安
定
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

当
ク
ラ
ブ
で
は
前
々
日
に
、
松
永
泰

行
・
東
京
外
国
語
大
准
教
授
が
同
じ
テ
ー

マ
で
講
演
。「
長
期
的
に
は
、
今
回
の
抗

議
に
加
わ
っ
た
『
緑
の
波
』
運
動
支
持
者

が
勝
利
す
る
見
通
し
も
あ
る
」と
語
っ
た
。

　

結
論
は
逆
だ
。
し
か
し
ハ
メ
ネ
イ
師
を

中
心
と
し
た
革
命
体
制
が
内
部
で
大
き
く

揺
ら
い
で
い
る
と
い
う
肝
心
な
点
は
共
通

し
て
い
る
。
目
に
見
え
る
大
規
模
な
デ
モ

は
ほ
ぼ
収
束
し
た
。
今
後
は
、
厳
し
い
報

道
規
制
の
な
か
で
、
目
に
見
え
な
い
動
き

を
見
極
め
る
力
が
問
わ
れ
そ
う
だ
。

　

毎
日
新
聞
外
信
部�

花
岡　

洋
二

７
・
３
（
金
）
研
究
会
「
世
界
金
融

危
機
下
の
東
欧
経
済
」
司
会　

宮
田

謙
一
委
員　

出
席　

53
人

松ま
つ
ざ
わ澤　

祐ゆ
う
す
け介　

西
武
文
理
大
学
専
任
講
師

▼
東
欧
経
済　

西
欧
の
景
気
回
復
次
第

　

東
欧
・
バ
ル
ト
の
経
済
が
き
な
臭
い
。

ラ
ト
ビ
ア
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
経
済
危
機
が

一
段
と
深
刻
に
な
れ
ば
、
こ
う
し
た
諸
国

に
貸
し
込
ん
で
い
る
西
欧
や
北
欧
の
銀
行

が
経
営
難
に
陥
り
、
金
融
危
機
が
再
び
欧

州
全
体
に
広
が
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

　

東
欧
・
バ
ル
ト
で
何
が
起
き
て
い
る
の

か
、
日
銀
出
身
の
松
澤
西
武
文
理
大
学
専

任
講
師
が
現
状
を
ま
と
め
た
。

　

東
欧
・
バ
ル
ト
と
一
口
に
言
っ
て
も
、

経
済
の
悪
化
度
合
い
は
ま
ち
ま
ち
だ
が
、

危
機
に
陥
っ
て
い
る
国
に
は
共
通
点
が
あ

る
と
い
う
。
経
常
収
支
が
長
年
大
幅
な
赤

字
で
あ
る
こ
と
、
金
融
機
関
は
外
資
系
が

支
配
的
で
あ
る
こ
と
、
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）

に
加
盟
前
後
か
ら
外
資
が
大
量
に
流
れ
込

み
不
動
産
バ

ブ
ル
が
発
生

し
た
こ
と
、

外
貨
準
備
高

に
比
べ
て
外

貨
建
て
の
短

期
債
務
が
多

い
こ
と
な
ど

だ
。

　

２
０
０
７
年
ま
で
は
こ
の
状
態
で
高
成

長
を
満
喫
し
た
も
の
の
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
で
西
欧
の
金
融
機
関
が
リ
ス
ク
に
敏

感
に
な
る
と
途
端
に
資
金
繰
り
に
窮
し

た
。
そ
の
う
え
、
自
国
の
通
貨
を
ユ
ー
ロ

に
連
動
さ
せ
て
い
る
国
が
多
く
、
そ
の
場

合
外
資
が
資
金
を
引
き
揚
げ
た
か
ら
と
い

っ
て
、
中
銀
が
自
由
に
金
融
政
策
を
発
動

で
き
な
い
悩
み
も
共
通
し
て
い
た
。

　

こ
れ
だ
け
聞
い
て
い
る
と
、
単
に
浮
か

れ
過
ぎ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
い
た

く
も
な
る
。
し
か
し
、
松
澤
さ
ん
は
東
欧
・

バ
ル
ト
を
責
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
と
問
う
。
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
、
旧
ソ

連
の
崩
壊
を
経
て
社
会
主
義
の
軛く
び
きを
脱
し

た
各
国
は
共
産
党
支
配
下
で
失
っ
た
豊
か

な
日
々
を
取
り
戻
そ
う
と
必
死
だ
っ
た
。

よ
う
や
く
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
果
た
し
、
次
は
ユ

ー
ロ
圏
入
り
を
夢
見
た
。
そ
の
間
に
起
き

た
国
内
景
気
の
過
熱
を
バ
ブ
ル
だ
と
警
戒

す
る
に
は
経
験
が
少
な
す
ぎ
た
。

　

ラ
ト
ビ
ア
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
今
、
国

際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
の
管
理
下
で
耐

乏
生
活
が
始
ま
っ
て
い
る
。
今
後
の
経
済

見
通
し
に
つ
い
て
「
西
欧
の
景
気
回
復
次

第
」
と
語
っ
た
時
、
松
澤
さ
ん
は
新
興
国

の
辛
さ
を
共
有
し
て
い
た
。

　

日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員�

栢　

俊
彦
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７
・
６
（
月
）
研
究
会
「
雑
誌
・
ネ
ッ
ト
・
報
道
」

③　

司
会　

高
畑
昭
男
委
員　

出
席　

96
人

奥お
く
む
ら村　

倫み
ち
ひ
ろ弘　

ヤ
フ
ー
Ｒ
＆
Ｄ
統
括

本
部
編
集
本
部
メ
デ
ィ
ア
編
集
部
長

７
・
９
（
木
）
記
者
会
見　

司
会　

坂
東
賢
治

委
員　

通
訳　

長
井
鞠
子　

出
席　

45
人

ガ
ー
ト
・
グ
ロ
ブ
ラ
ー

駐
日
南
ア
フ
リ
カ
大
使

▼
転
換
期
を
迎
え
る
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト

　

１
日
約
３
５
０
０
本
の
ニ
ュ
ー
ス
速
報

の
中
か
ら
、
テ
ー
マ
別
に
選
ん
だ
数
本

に
、
20
人
の
担
当
者
が
新
た
な
見
出
し
を

つ
け
て
読
者
に
提
示
す
る
「
ヤ
フ
ー
ト
ピ

ッ
ク
ス
」。
月
間
37
億
６
０
０
０
万
ペ
ー

ジ
ビ
ュ
ー
を
稼
ぐ
ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
の
大

黒
柱
的
存
在
で
、
日
々
の
出
来
事
を
こ
こ

で
知
る
人
も
多
い
と
さ
れ
る
。

　

奥
村
さ
ん
は
自
ら
の
仕
事
を
「
報
道
機

関
が
ぜ
ひ
世
に
問
い
た
い
も
の
を
取
り
上

げ
て
い
る
」
と
説
明
し
、
取
材
す
る
機
能

は
持
た
な
い
も
の
の
「
メ
デ
ィ
ア
」
で
あ

る
と
繰
り
返
し
強
調
。
記
事
に
盛
り
込
ま

れ
な
か
っ
た
独
自
の
情
報
を
ネ
ッ
ト
内
で

集
め
て
、
加
味
す
る
こ
と
で
読
者
の
知
的

関
心
に
こ
た
え
て
い
る
と
胸
を
張
っ
た
。

　

会
見
の
後
半
に
は
、
自
ら
の
ジ
レ
ン
マ

の
吐
露
が
続
い
た
。
読
売
新
聞
記
者
と
し

て
の
経
験
を
踏
ま
え
、「
社
会
に
向
け
て

警
告
を
発
す

る
存
在
と
し

て
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
る
」
と

話
す
。
し
か

し
、
ネ
ッ
ト

の
中
で
は
閲

覧
数
の
多
寡
が
優
先
し
、
大
事
な
こ
と
が

伝
え
ら
れ
て
い
な
い
と
嘆
く
。
一
例
と
し

て
２
０
０
８
年
２
月
の
コ
ソ
ボ
独
立
を
あ

げ
た
。
新
聞
各
社
が
１
面
で
大
き
く
取
り

上
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ト
ピ
ッ
ク
ス

の
ア
ク
セ
ス
シ
ェ
ア
は
全
体
の
２
％
程

度
。
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
「
コ
ソ
ボ
は
独

立
し
て
い
な
い
」と
自
嘲
ぎ
み
に
語
っ
た
。

　

ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
は
広
告
収
入
で
成
り

立
っ
て
い
る
た
め
、
読
ん
で
ほ
し
い
も
の

よ
り
も
読
ま
れ
る
も
の
を
掲
載
し
た
ほ
う

が
収
入
は
増
え
る
。
実
際
、
芸
能
や
ス
ポ

ー
ツ
の
閲
覧
数
は
格
段
に
多
い
と
い
う
。

「
お
客（
ユ
ー
ザ
ー
）
が
喜
ぶ
こ
と
を
考
え

て
、（
掲
載
す
る
）
ニ
ュ
ー
ス
を
選
ぶ
の
は

危
険
だ
」。
読
者
迎
合
の
傾
向
が
強
ま
れ

ば
、
情
報
格
差
や
知
識
格
差
が
拡
大
す
る

と
の
懸
念
を
抱
き
、「
読
者
に
迎
合
し
た

会
社
に
な
っ
た
ら
（
今
の
仕
事
を
）
辞
め

ま
す
」と
ま
で
言
い
切
っ
た
。
そ
の
上
で
、

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
社
会
的
責
任
を
果
た

す
た
め
、「
報
道
機
関
が
培
っ
て
き
た
ニ

ュ
ー
ス
の
価
値
を
保
ち
た
い
」
と
し
た
。

報
道
機
関
と
一
線
を
画
す
こ
と
で
存
在
感

を
増
し
て
き
た
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
が
、
転

換
期
を
迎
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

読
売
新
聞
Ｉ
Ｔ
事
業
部

�

日
高　

徹
生

▼
Ｗ
杯
成
功
に
自
信
と
確
信

　

サ
ッ
カ
ー
の
２
０
１
０
年
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
南
ア

フ
リ
カ
大
会
は
安
全

に
開
催
さ
れ
る
の
か
。

最
大
の
関
心
事
に
対

し
、
予
想
通
り
と
は

い
え
「
Ｗ
杯
の
開
催

は
成
功
す
る
と
確
信

し
て
い
る
」と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

　

南
ア
で
は
一
日
約
50
件
、
日
本
の
約
40

倍
も
の
殺
人
事
件
が
起
き
て
い
る
が
、
07

年
に
在
留
邦
人
と
日
本
人
旅
行
者
が
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
た
確
率
は
０
・
６
％
だ
っ

た
と
す
る
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
「
南
ア

政
府
は
治
安
と
安
全
の
問
題
を
最
優
先
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
強
調
し
た
。

　

Ｗ
杯
の
予
行
演
習
に
位
置
付
け
ら
れ
た

６
月
の
コ
ン
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
カ
ッ

プ
は
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
運
営
さ

れ
た
。
競
技
場
周
辺
に
は
人
員
過
多
と
し

か
思
え
な
い
ほ
ど
大
量
の
警
察
官
や
民
間

警
備
員
を
投
入
。
そ
れ
が
犯
罪
の
抑
止
力

と
な
っ
た
。
来
年
の
Ｗ
杯
も
人
海
戦
術
が

と
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
規
制
線
の

内
側
に
限
っ
た
対
応
で
は
あ
る
。

　

折
し
も
会
見
を
前
に
、
競
技
場
建
設
現

場
の
労
働
者
ら
約
７
万
人
が
賃
上
げ
を
求

め
て
無
期
限
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
、

と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
そ

れ
で
も
大
使
は
「
数
日

の
う
ち
に
片
づ
く
だ
ろ

う
」
と
楽
観
的
な
見
通

し
を
示
し
た
。
コ
ン
フ

ェ
デ
杯
期
間
中
も
試
合

の
な
い
日
に
は
ス
ト
ラ

イ
キ
が
起
き
た
が
、
運

営
に
支
障
は
き
た
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
経

験
が
、
自
信
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

報
道
陣
と
の
質
疑
を
契
機
に
「
貧
富
の

差
、
生
活
水
準
の
低
さ
が
犯
罪
を
生
ん
で

い
る
。
格
差
を
埋
め
な
け
れ
ば
社
会
的
な

安
定
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。
い
ま
だ
大
き
な

格
差
が
残
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
Ｗ
杯

に
よ
り
瞬
間
的
に
は
雇
用
が
改
善
さ
れ
、

治
安
対
策
も
講
じ
ら
れ
る
が
、
抜
本
的
な

対
策
に
は
な
ら
な
い
。
国
際
サ
ッ
カ
ー
連

盟
も
Ｗ
杯
組
織
委
員
会
も
言
及
し
な
か
っ

た
点
に
、
き
っ
ち
り
触
れ
て
く
れ
た
。

　

加
え
て
、
�0
年
は
日
本
と
の
外
交
関
係

樹
立
１
０
０
年
の
節
目
で
あ
る
点
も
ア
ピ

ー
ル
し
た
。
出
席
者
の
多
く
は
運
動
系
の

記
者
で
関
心
は
薄
そ
う
だ
っ
た
が
、
外
交

官
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

　

毎
日
新
聞
運
動
部�

江
連　

能
弘

南ア代表のユニフォームも
紹介
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７
・
�0
（
金
）
研
究
会
「
世
論
調
査
」

②　

司
会　

川
村
晃
司
委
員

出
席　

80
人

萩は
ぎ
は
ら原　

雅ま
さ

之し　

ネ
ッ
ト
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
ス
社

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
フ
ェ
ロ
ー

７
・
�0
（
金
）
記
者
会
見　

司
会　

宇
治
敏
彦

副
理
事
長　

出
席　

2�2
人

鳩は
と
や
ま山　

由ゆ

き

お
紀
夫　

民
主
党
代
表

▼
世
論
調
査
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
を
提
唱

　

永
田
町
に
お
け
る
報
道
各
社
の
世
論
調

査
の
力
は
年
々
、
強
く
な
っ
た
。
内
閣
支

持
率
が
と
き
の
政
権
の
最
期
を
告
げ
る

「
死
に
神
」
役
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て

久
し
い
が
、
安
倍
晋
三
氏
以
降
三
代
の
自

民
党
総
裁
の
選
出
過
程
で
は
、
勝
者
を
指

し
示
す
「
女
神
」
役
も
果
た
す
よ
う
に
な

っ
た
。
誇
張
か
も
し
れ
な
い
が
世
論
調
査

は
日
本
の
最
高
権
力
者
の
生
死
を
司
る

「
神
」
と
な
っ
た
感
が
あ
る
。

　

問
題
は
、
誰
が
神
た
ら
し
め
て
い
る
か

で
あ
る
。そ
れ
は「
世
論
の
支
持
」を
総
裁

の
条
件
と
し
て
し
ま
っ
た
自
民
党
の
国
会

議
員
で
あ
り
、
同
様
の
党
首
選
び
を
続
け

て
き
た
民
主
党
の
国
会
議
員
で
あ
る
。
世

論
調
査
の
数
値
に
関
す
る
話
を
し
な
い
日

は
な
い
と
い
う
現
状
は
さ
な
が
ら
「
世
論

調
査
中
毒
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
世
論
調

査
を
政
局
報
道
の
中
軸
と
し
て
位
置
付
け

て
い
る
わ
れ
わ
れ
報
道
機
関
も
同
様
の
よ

う
な
気
が
す
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
新
た

な
調
査
方
法
を

模
索
し
て
き
た

萩
原
氏
は
、「
世

論
調
査
だ
け
は（
ネ
ッ
ト
調
査
化
に
）歯
止

め
が
か
か
っ
て
い
る
。良
心
が
あ
る
」と
す

る
一
方
、
電
話
や
面
接
な
ど
従
来
の
手
法

に
よ
っ
て
い
る
世
論
調
査
に
も「
歪
み
」が

出
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
家
族
や
個
々
人

の
生
活
形
態
、
調
査
に
対
す
る
個
人
の
意

識
変
化
に
よ
っ
て
、対
象
が
、「
平
日
の
日

中
、家
に
い
る
人
」、
具
体
的
に
は
主
婦
や

高
齢
者
に
偏
り
、
さ
ら
に
は
調
査
曜
日
に

こ
だ
わ
ら
な
く
な
っ
た
報
道
各
社
の
姿
勢

が
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
、と
い
う
。

　

そ
の
上
で
「
固
定
電
話
を
持
た
な
い
若

年
層
の
意
識
を
ど
う
と
ら
え
る
か
」
と
問

題
提
起
し
た
。
さ
ら
に
具
体
策
と
し
て
、

電
話
、
面
接
、
郵
送
、
ネ
ッ
ト
な
ど
対
象

者
側
が
答
え
や
す
い
方
法
を
組
み
合
わ
せ

る
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」
を
提
唱
し
た
。

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
は
、
世
論
調
査
の

「
正
し
さ
」
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
意
識

の
変
化
を
誘
発
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

の
変
化
を
否
定
的
に
ば
か
り
と
ら
え
る
必

要
は
な
い
だ
ろ
う
。
世
論
調
査
を
相
対
的

に
と
ら
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
か
ら
だ
。

　
「
中
毒
」
か
ら
抜
け
出
す
機
会
と
し
て

も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
に
取
り
組
む
意
義
は

あ
る
と
思
い
な
が
ら
講
演
を
聴
き
終
え
た
。

　

共
同
通
信
政
治
部

�

柿
崎　

明
二 

▼
一
瞬
の
ぞ
か
せ
た
ひ
そ
か
な
野
心

　
「
民
主
党
が
描
く
政
権
の
姿
を
お
示
し

で
き
れ
ば
」と
勢
い
込
ん
で
切
り
出
し
た
。

　

オ
バ
マ
米
大
統
領
の
「
チ
ェ
ン
ジ
」
な

ど
世
界
的
潮
流
に
乗
る
「
政
権
交
代
の
必

然
性
」
か
ら
説
き
起
こ
し
、
持
論
の
「
友

愛
」
の
理
念
、
恒
久
財
源
�7
兆
円
を
要
す

る
衆
院
選
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
政
権
公
約
）

の
骨
格
な
ど
練
り
込
ん
だ
語
り
口
。
所
信

表
明
演
説
の
予
行
演

習
並
み
だ
っ
た
。

　

新
政
権
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
指
針
と
も
言

え
る「
鳩
山
３
原
則
」

が
新
機
軸
だ
っ
た
。

　

第
１
は
内
閣
が
与

党
を
懐
に
取
り
込
む

政
策
決
定
の
一
元
化
だ
。
法
的
権
限
の
な

い
与
党
首
脳
が
実
権
を
持
ち
、
官
僚
が
根

回
し
に
歩
く
の
を
や
め
て
「
閣
僚
、
副
大

臣
、
政
務
官
ら
内
閣
に
入
っ
た
政
治
家
が

政
治
的
調
整
を
や
る
鉄
則
」を
明
言
し
た
。

　

第
２
は
内
閣
の
各
省
縦
割
り
を
排
し
、

首
相
官
邸
主
導
を
徹
底
す
る
こ
と
。
経
済

財
政
諮
問
会
議
を
な
く
し
、
司
令
塔
と
し

て
「
国
家
戦
略
局
」
を
新
設
、
官
民
の
人

材
を
募
っ
て
予
算
の
骨
格
作
り
や
国
家
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
を
担
わ
せ
る
と
し
た
。

　

第
３
は
官
僚
依
存
か
ら
政
治
主
導
へ
の

転
換
だ
。「
官
僚
叩
き
や
責
任
の
押
し
付

け
は
し
な
い
」
現
実
路
線
と
「
政
治
家
の

責
任
」
を
強
調
。
形
骸
化
し
た
閣
議
の
見

直
し
、
テ
ー
マ
ご
と
に
少
人
数
の
閣
僚
で

政
策
を
詰
め
る
英
国
流
の「
閣
僚
委
員
会
」

を
活
用
す
る
構
想
も
打
ち
出
し
た
。

　

目
を
引
い
た
の
は
「
細
川
連
立
政
権
の

過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
」
を
力
説
し
た
点

だ
。
当
時
は
７
党
１
会
派

の
寄
り
合
い
所
帯
。
全
党

首
が
入
閣
し
た
内
閣
よ

り
、
各
党
幹
事
長
級
の
与

党
代
表
者
会
議
が
事
実
上

の
最
高
意
思
決
定
機
関
だ

っ
た
。
こ
こ
を
拠
点
に
権

勢
を
振
る
っ
た「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
」

こ
そ
小
沢
一
郎
前
代
表
そ
の
人
だ
っ
た
。

　

そ
れ
を
「
失
敗
」
と
断
言
。
内
閣
主
導

の
政
権
運
営
を
掲
げ
た
半
面
で
「
小
沢
氏

に
は
必
ず
し
も
閣
僚
に
な
っ
て
も
ら
お
う

と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
も
付

言
し
た
。
首
相
に
な
れ
ば
政
策
決
定
の
主

導
権
は
譲
ら
な
い
。
一
瞬
、
の
ぞ
か
せ
た

ひ
そ
か
な
野
心
。
果
た
し
て
貫
け
る
か
。

　

日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員

清
水　

真
人
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７
・
�5
（
水
）
研
究
会
「
ウ
イ
グ
ル
情
勢
」

司
会　

浜
本
良
一
委
員　

出
席　

94
人

水み
ず
た
に谷　

尚な
お
こ子　

中
央
大
学
講
師

７
・
�5
（
水
）
シ
リ
ー
ズ
研
究
会
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
」
⑦

司
会　

石
郷
岡
建
委
員　

出
席　

62
人

孫ま
ご
さ
き崎　

享
う
け
る　

前
防
衛
大
学
教
授

元
イ
ラ
ン
大
使

▼
ウ
イ
グ
ル
人
が
顔
を
出
せ
る
社
会
に

　

中
国
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
区
都
ウ

ル
ム
チ
で
７
月
５
日
に
起
き
た
大
規
模
暴

動
。
こ
れ
ま
で
中
国
か
ら
海
外
亡
命
し
た

ウ
イ
グ
ル
人
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
続
け

て
き
た
中
央
大
講
師
の
水
谷
氏
が
、
背
景

を
語
っ
た
。

　

同
自
治
区
は
日
本
の
約
４
倍
の
面
積
を

有
し
、
約
９
０
０
万
人
の
ウ
イ
グ
ル
族
が

住
む
。
隣
接
す
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
カ
ザ

フ
人
と
ほ
ぼ
同
数
で
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
の

タ
ジ
ク
人
や
キ
ル
ギ
ス
の
キ
ル
ギ
ス
人
よ

り
も
多
い
大
規
模
な
民
族
集
団
だ
。
中
国

は
漢
民
族
主
体
の
国
家
に
組
み
入
れ
、
少

数
民
族
と
呼
ん
で
い
る
が
、
世
界
か
ら
見

れ
ば
決
し
て
少
数
で
は
な
い
。

　

そ
の
文
化
も
、
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
ト
ル

コ
に
か
け
て
の
テ
ュ
ル
ク
系
民
族
に
近

く
、
ウ
イ
グ
ル
語
と
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の

ウ
ズ
ベ
ク
語
は
、
東
京
弁
と
大
阪
弁
の
差

ほ
ど
の
違
い
し
か
な
い
の
だ
と
い
う
。
中

国
の
少
数
民
族
の
中
で
モ
ン
ゴ
ル
族
、
キ

ル
ギ
ス
族
な
ど
は
み
な
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア

に
国
家
を
持
っ
て
お
り
、「
国
家
を
持
た

な
い
巨
大
な
民
族
集
団
が
ウ
イ
グ
ル
族
と

い
う
こ
と
に
な
る
」
と
の
指
摘
は
、
独
立

運
動
の
大
き
な
背
景
と
し
て
理
解
で
き
た
。

　

中
国
当
局
は
独
立
派
を
テ
ロ
組
織
と
認

定
し
て
い
る
が
、
水
谷
氏
は
「
ア
ル
カ
イ

ダ
な
ど
の
テ
ロ
リ
ス
ト
と
は
一
線
を
画
し

て
考
え
る
べ
き
」
と
指
摘
。
ウ
サ
マ
・
ビ

ン
ラ
デ
ィ
ン
の
下
に
い
た
と
さ
れ
る
人
物

の
イ
ス
ラ
ム
の
師
匠
が
「
イ
ス
ラ
ム
法
に

則
っ
た
国
を
造
ろ
う
と
い
う
の
で
は
な

い
。
今
の
よ
う
に
我
々
の
土
地
で
漢
民
族

に
支
配
さ
れ
な
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
」
と

水
谷
氏
に
語
っ
た
と
言
う
。
普
通
の
ウ
イ

グ
ル
族
が
共
有
す
る
感
情
な
の
だ
ろ
う
。

　

日
本
に
住
む
ウ
イ
グ
ル
人
約
１
千
人
に

も
話
は
及
ん
だ
。
欧
米
と
違
い
、
彼
ら
の

政
治
亡
命
を
基
本
的
に
受
け
入
れ
な
い
日

本
で
は
中
国
大
使
館
へ
の
抗
議
活
動
な
ど

で
顔
を
出
せ
ば
、
帰
国
後
す
ぐ
捕
ま
る
。

今
回
も
一
部
の
ウ
イ
グ
ル
人
は
マ
ス
ク
な

ど
で
顔
を
隠
し
た
。「
ウ
イ
グ
ル
人
が
顔

を
出
し
て
主
張
で
き
る
社
会
に
し
た
い
」

と
水
谷
氏
は
呼
び
掛
け
た
。

　

共
同
通
信
外
信
部�

太
安　

淳
一

▼
ア
フ
ガ
ン
問
題
の
ジ
レ
ン
マ

　
「
イ
ラ
ク
戦
争
に
始
ま
る
米
国
の
戦
略

は
大
迷
走
し
て
い
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

も
同
じ
だ
。
そ
れ
に
協
力
す
る
日
本
の
姿

勢
も
問
題
で
は
な
い
か
」

　

孫
崎
氏
の
研
究
会
は
冒
頭
か
ら
大
胆
な

問
題
提
起
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
や
イ
ラ
ン
の
大
使
と
し
て
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
を
周
辺
国
か
ら
見
つ
め
て
き
た

孫
崎
氏
の
話
は
９
・
��
か
ら
イ
ラ
ク
戦

争
、
日
米
関
係
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
た
。

　

孫
崎
氏
が
最
も
強
調
し
た
の
は
「
米
国

は
な
ぜ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
戦
っ
て
い
る

の
か
合
理
的
な
理
由
を
説
明
で
き
て
い
な

い
」と
い
う
も
の
だ
。
孫
崎
氏
に
よ
る
と
、

ア
ル
カ
イ
ダ
が
米
国
を
攻
撃
し
た
の
は
米

軍
が
メ
ッ
カ
と
メ
ジ
ナ
の
２
つ
の
聖
地
に

駐
留
し
て
い
た
こ
と
に
反
発
し
た
た
め
だ

が
、
イ
ラ
ク
戦
争
開
始
後
に
米
軍
が
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
撤
退
し
た
こ
と
で
ア
ル

カ
イ
ダ
が
米
国
と
戦
う
理
由
は
消
滅
し

た
。一
方
、米
国
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
戦

っ
て
い
る
の
は
タ
リ
バ
ン
が
ア
ル
カ
イ
ダ

を
か
く
ま
っ
て
い
る
た
め
だ
が
、
ア
ル
カ

イ
ダ
は
今
パ
キ
ス
タ
ン
に
逃
げ
込
み
、
米

軍
が
駐
留
す
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
は
戻

っ
て
き
て
い
な
い
。
ま
た
タ
リ
バ
ン
は
土

着
の
民
族
で
米
国
本
土
を
攻
撃
す
る
つ
も

り
は
な
い
。テ
ロ
の
中
心
が
パ
キ
ス
タ
ン
に

移
っ
た
の
に
、
な
ぜ
オ
バ
マ
政
権
が
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン

に
こ
れ
だ
け

政
治
的
に
コ

ミ
ッ
ト
す
る

の
か
よ
く
分

か
ら
な
い
と

い
う
指
摘

だ
。
米
国
で
も
専
門
家
の
間
で
同
様
の
論

議
が
起
き
て
い
る
と
い
う
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
８
月
の
大
統
領

選
挙
を
前
に
７
月
初
め
か
ら
米
軍
の
大
規

模
な
掃
討
作
戦
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、

孫
崎
氏
は
「
山
岳
地
帯
で
、
軍
事
作
戦
が

イ
ラ
ク
よ
り
は
る
か
に
難
し
く
、
軍
事
的

な
制
圧
は
困
難
だ
」と
し
て
、「
ア
メ
リ
カ

に
と
っ
て
は
時
間
と
の
戦
い
だ
が
、
１
〜

２
年
で
で
き
る
問
題
で
は
な
い
」と
見
る
。

「
軍
事
行
動
が
テ
ロ
を
排
除
し
て
い
る
の

か
、
テ
ロ
リ
ス
ト
を
作
っ
て
い
る
の
か
冷

静
に
判
断
す
べ
き
だ
」

　

孫
崎
氏
は
こ
う
述
べ
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
問
題
は
ハ
マ
ス
や
ヒ
ズ
ボ
ラ
と
の
和

平
な
ど
中
東
和
平
全
体
に
つ
な
が
る
形
で

解
決
す
べ
き
と
強
調
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
主
幹�

山
内　

聡
彦
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７
・
�7
（
金
）
研
究
会
「
世
論
調
査
」
③

司
会　

泉
宏
委
員　

出
席　

74
人

西に
し
ひ
ら平　

重し
げ
き喜　

日
本
世
論
調
査
協
会
理
事

▼
世
論
調
査
へ
の
過
大
な
期
待
に
警
告

　

戦
後
ま
も
な
く
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
導
の
も

と
で
「
日
本
人
の
読
み
書
き
能
力
調
査
」

が
実
施
さ
れ
た
。「
無
作
為
抽
出
法
」
が

全
国
規
模
で
初
め
て
採
用
さ
れ
た
調
査
で

あ
り
、
西
平
さ
ん
は
こ
の
調
査
に
携
わ
っ

た
の
を
き
っ
か
け
に
、
日
本
の
世
論
調
査

の
基
礎
を
固
め
る
仕
事
を
積
み
重
ね
、
重

鎮
と
し
て
活
躍
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
。
早

大
で
26
年
間
に
わ
た
り
「
社
会
調
査
」
の

講
義
を
担
当
さ
れ
た
の
で
、
会
員
の
方
々

に
も
「
門
下
生
」
が
多
い
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
西
平
さ
ん
が
、
今
の
世
論
調
査

の
実
態
を
見
て
、
ど
う
思
わ
れ
る
か
。
山

ほ
ど
お
叱
り
を
受
け
る
覚
悟
だ
っ
た
。

　

ま
ず
驚
い
た
。「
日
本
人
は
世
論
調
査

に
向
か
な
い
」
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
日
本
人
は
、
は
っ
き
り
し
た
意
見
を
持

ち
、
話
す
習
慣
が
な
か
っ
た
し
、
そ
う
い

う
教
育
を
受
け
て
い
な
い
」「
日
本
語
は

西
欧
の
言
語
の

よ
う
に
Ｙ
ｅ

ｓ
、
Ｎ
ｏ
で
答

え
る
構
造
で
は

な
い
。
日
本
人

で
『
い
い
え
』

と
、
ち
ゃ
ん
と

答
え
る
人
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
し
ょ

う
」。
だ
か
ら
日
本
で
は
世
論
調
査
と
い

え
ば
「『
意
見
』
で
は
な
く
、『
感
じ
』
の

調
査
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。

　
「
日
本
の
世
論
調
査
は
、
賛
否
を
尋
ね

た
だ
け
で
は
満
足
せ
ず
。
賛
否
の
理
由
に

つ
い
て
追
い
打
ち
を
か
け
な
け
れ
ば
意
味

が
な
い
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
を

し
て
相
手
を
困
ら
せ
な
い
で
ほ
し
い
」

　

西
平
さ
ん
が
そ
こ
ま
で
は
っ
き
り
お
っ

し
ゃ
る
の
は
、
学
者
の
中
で
は
ず
ば
抜
け

て
「
現
場
」
の
経
験
を
数
多
く
積
ま
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
で
世
論
調
査
に

か
か
わ
る
多
く
の
学
者
は
、
調
査
結
果
の

分
析
に
夢
中
に
な
る
あ
ま
り
、
調
査
の
現

場
に
無
頓
着
で
あ
り
、
調
査
の
方
法
論
に

つ
い
て
も
無
関
心
で
あ
る
。
そ
ん
な
中

で
、
西
平
さ
ん
の
存
在
は
大
き
い
。

　

西
平
さ
ん
は
今
の
世
論
調
査
の
現
状
に

つ
い
て
、
こ
う
話
さ
れ
る
。「
世
間
の
期

待
は
強
す
ぎ
て
、
と
て
も
そ
れ
に
応
じ
き

れ
な
い
。
賛
否
が
五
分
五
分
か
、
６
対
４

か
、
７
対
３
に
割
れ
て
い
る
か
が
分
か
れ

ば
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
世
論
調

査
は
勝
負
審
判
を
務
め
よ
う
と
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
し
、
結
論
を
与
え
る
も
の

で
も
な
い
」

　

朝
日
新
聞
編
集
委
員�

峰
久　

和
哲

７
・
28
（
火
）
昼
食
会　

司
会　

渡
辺

興
二
郎
理
事　

高
畑
昭
男
委
員　

通

訳　

西
村
好
美　

出
席　

�07
人

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ラ
イ
ス　

在
日
米
軍
司
令
官

▼
日
米
同
盟
が
も
た
ら
す
利
益
と
は

　
「
在
日
米
軍
の
再
編
計
画
は
極
め
て
重

要
な
合
意
だ
。
新
た
な
脅
威
に
備
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
─
在
日
米
軍
の
ラ
イ
ス

司
令
官
の
発
言
か
ら
は
、
日
本
と
ア
メ
リ

カ
が
３
年
前
に
合
意
し
た
在
日
米
軍
の
再

編
計
画
を
着
実
に
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
並
々
な
ら
ぬ
決
意
を
感
じ

た
。
衆
議
院
選
挙
を
間
近
に
控
え
、
政
権

交
代
も
さ
さ
や
か
れ
て
い
る
時
期
だ
け

に
、
再
編
計
画
の
見
直
し
に
も
言
及
す
る

民
主
党
を
け
ん
制
す
る
意
味
合
い
も
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

　

ラ
イ
ス
司
令
官
は
、
新
た
な
脅
威
と
し

て
、
テ
ロ
や
大
量
破
壊
兵
器
の
拡
散
だ
け

で
な
く
、
天
然
資
源
を
め
ぐ
る
争
い
を
指

摘
。
将
来
に
備
え
て
再
編
計
画
を
実
行
す

る
こ
と
こ
そ
が
、
米
軍
の
作
戦
に
柔
軟
性

を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
沖
縄
な
ど
が
抱

え
る
基
地
負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と

強
調
し
た
。
北
朝
鮮
の
核
や
ミ
サ
イ
ル
、

中
国
の
軍
備
増
強
な
ど
、
在
日
米
軍
司
令

官
に
と
っ
て
安
全
保
障
上
懸
念
す
べ
き
問

題
も
多
々
あ
る
だ
ろ
う
が
、
本
人
は
「
再

編
計
画
こ
そ
が
最
大
の
課
題
だ
」と
言
う
。

「
再
編
計
画
は
全
員
が
満
足
す
る
合
意
で

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
…
」。
司
令
官

の
言
葉
か
ら
は
地
元
住
民
の
理
解
が
得
ら

れ
ず
計
画
が
頓
挫
し
な
い
か
と
い
う
不
安

が
に
じ
み
出
て
い
た
。

　

ラ
イ
ス
司
令
官
の
こ
の
日
の
発
言
で
最

も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、「
良
い
同
盟
関

係
を
築
く
た
め
に
は
、
双
方
に
大
き
な
利

益
を
も
た
ら
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と

い
う
言
葉
だ
。
明
確
な
利
益
が
な
け
れ
ば

再
編
計
画
は
実
行
で
き
な
い
し
、
同
盟
も

続
か
な
い
。
だ
が
、
日
米
の
国
民
は
、
今
、

日
米
同
盟
か
ら
大
き
な
利
益
を
得
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
来
年
は
、
日

米
安
全
保
障
条
約
が
締
結
さ
れ
て
50
周

年
。
さ
ら
に
は
、
オ
バ
マ
政
権
に
な
っ
て

初
の
Ｑ
Ｄ
Ｒ
（
４
年
に
１
度
の
国
防
計
画

の
見
直
し
）
の
年
に
も
あ
た
り
、
在
日
米

軍
の
あ
り
方
に
つ
い
て
再
び
議
論
が
高
ま

る
だ
ろ
う
。
日
米
同
盟
の
意
義
を
私
も
検

証
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際
部�

油
井　

秀
樹
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★いつでも読める丁々発止の「会見速記録」
①麻生太郎さんが「解散はそう遠くない時期」ってしゃ
べったのは、どんなニュアンスだっけ？
②検察捜査と政治をめぐって、どうして検察ＯＢの立場
が違うの？
③鳩山由紀夫さんと岡田克也さんって考え方は同じな
の？
　答えはここにあります。クラブのウェブサイトの「会
見速記録」。クラブで飛び交った丁々発止のことばを記
録に残した。いつでも読める。気軽に読める。ぜひ読ん
でほしい。
　あの時のやりとりは正確に何といったのだろう。忙し
くて出席できなかったが、中身を知りたい。あのひとこ
とを記事に引用したい。せっせと速記録を作るのは、そ
んな期待に応えるためだ。�969年から積み重ねたさまざ
まな会見記録こそクラブの誇りだ。財産だ。今年になっ
て新たに3�本アップした。
　実は手間がかかる。まず、録音したテープを業者に依
頼して字に起こす。話ことばのままなので、意味が通じ
にくい時もある。読みやすくし、見出しをつける。こう
した事務局の編集作業のあと、ゲスト本人に再チェック
を頼む場合もある。２〜３週間もかかる。正確さを優先
するためだ。とはいえ、速さも重要だ。最近は会見を司
会する企画委員にも編集協力をお願いしている。
　（①麻生太郎　「そう遠くない日」の真意は②堀田力　
重大で悪質な犯罪だから逮捕した▽宗像紀夫　検察の役
割と政治をめぐって▽村山治　いまの検察執行部は情報
開示義務違反重視派③鳩山由紀夫・岡田克也　民主党代
表候補討論会）

★ｗｅｂ版 書いた話・書かなかった話
　何十年もしまっておいた「私の取材余話」
　つらい話。残しておきたい情景。苦い記憶。甘い思い出。
　長い記者生活を振り返れば、どなたにもこれまで字に
してこなかった話がおありだろう。６月からウェブサイ
トに「私の取材余話」のページを作った。何十年も心の
底にしまっておいた話を、まず３人の会員からたっぷり
いただいた。おもしろい。
　ベトナム戦争当時、「第三勢力」といわれた友が亡く
なった。友田錫さん（元産経新聞）は40年以上のつきあ
いを書きとめた。「父娘の悲劇」に息をのむ。（「ある戦
争の終わりーアウ・チュン・タンの死」）
　「通訳を連れず一人で来なさい」と電話を受け、警戒
しながら出かけた。目の前にスカルノ大統領がいた。浅
井泰範さん（元朝日新聞）が40年たって初めて活字にし
たことば。「やはり」と受け止めるべきか「そんなこと
いうの」と驚くべきか。（「『歩け、読め、話せ』の功徳」）
　�977年、金正日氏のカラー写真を最初のページに載せ
たパンフレットが届く。意味がわからない。謎は同僚記
者のスクープで解けた。30年間、こつこつと作ってきた
ファイルを菱木一美さん（元共同通信）は開く。（「金正
日ウォッチング」）

◆　　　◆　　　◆
　ウェブサイト（http://www.jnpc.or.jp)についてご意
見をお寄せください。リニューアルを考えています。
� （中井良則　e-mail:nakai@jnpc.or.jp）

日本記者クラブホームページ■
日
本
政
府
に
大
き
な
期
待

　

中
国
関
係
の
取
材
は
ど
れ
も
容
易
で
は

な
い
。
な
か
で
も
、
少
数
民
族
と
台
湾
が

か
ら
ん
だ
時
、
思
う
よ
う
な
取
材
が
で
き

た
こ
と
は
な
い
。「
統
一
」
を
最
優
先
す

る
中
国
共
産
党
と
そ
の
政
府
が
、
独
立
や

分
離
を
目
指
す
動
き
に
極
め
て
神
経
質
で

あ
る
た
め
だ
。
日
本
か
ら
見
る
と
、
何
も

そ
こ
ま
で
、
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど

敏
感
だ
。
し
か
し
、
理
解
で
き
な
く
て

も
、
中
国
を
考
え
る
時
に
は
知
っ
て
お
か

た
７
・
５
騒
乱
で
は
、
胡
錦
濤
国
家
主
席

（
党
総
書
記
）
が
サ
ミ
ッ
ト
出
席
を
と
り

や
め
て
イ
タ
リ
ア
か
ら
急
き
ょ
帰
国
し

た
。
亡
命
ウ
イ
グ
ル
人
組
織「
世
界
ウ
イ

グ
ル
会
議
」の
ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
ィ
ル
主

席
に
対
す
る
中
国
当
局
の
姿
勢
も
非
常
に

厳
し
い
。民
間
の
招
待
に
よ
る
来
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
中
国
政
府
は
日
本
政
府
に
厳

重
に
抗
議
し
た
。

　

そ
の
カ
ー
デ
ィ
ル
主
席
が
記
者
会
見
の

た
め
姿
を
見
せ
た
。
水
谷
尚
子
さ
ん
の
主

催
で
ク
ラ
ブ
の
ゲ
ス
ト
で
は
な
か
っ
た

が
、
注
目
の
人
の
登
場
に
会
場
は
中
国
を

は
じ
め
内
外
の
メ
デ
ィ
ア
で
埋
ま
っ
た
。

　

ウ
イ
グ
ル
の
帽
子
で
あ
る
ド
ッ
パ
を
か

ぶ
っ
た
主
席
は
終
始
、
手
ぶ
り
を
交
え
て

朗
々
と
話
し
た
が
、来
日
を
認
め
た
日
本
政

府
へ
の
期
待
の
大
き
さ
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
「
日
本
政
府
独
自
の
調
査
団
を
派
遣
し

て
ほ
し
い
」「
中
国
側
に
不
当
な
拘
束
を

や
め
る
よ
う
求
め
て
ほ
し
い
」「
中
国
当

局
と
対
話
の
場
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」。

ど
れ
も
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
亡
命

先
の
米
国
政
府
が
騒
乱
の
後
も
中
国
に
厳

し
い
態
度
に
出
て
い
な
い
こ
と
が
、
日
本

へ
の
期
待
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

チ
ベ
ッ
ト
に
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
�4
世
と

い
う
絶
対
的
な
リ
ー
ダ
ー
が
い
る
が
、
カ

ー
デ
ィ
ル
主
席
は
そ
う
い
う
存
在
で
は
な

く
、
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
も
一
枚
岩
で
な

い
と
い
わ
れ
る
。
今
回
の
来
日
で
主
席
の

知
名
度
は
上
が
っ
た
が
、
中
国
当
局
の
主

席
へ
の
対
応
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
の
だ

ろ
う
。

　

朝
日
新
聞
論
説
委
員�

藤
原　

秀
人

ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
ィ
ル
「
世
界
ウ
イ
グ

ル
会
議
」
主
席
の
会
見
に
約
２
０
０
人

（
７
・
29　

�0
階
ホ
ー
ル
）

ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
あ

る
。

　

中
国
の
新

疆
ウ
イ
グ
ル

自
治
区
ウ
ル

ム
チ
で
起
き

ニュース発信



（ ）8

2009. 8. 10　No. 474 ワーキングプレス

　
「
漢
族
だ
。
漢
族
が
い
る
ぞ
」。
突
然
の

男
の
怒
鳴
り
声
に
振
り
向
く
と
、
鉄
パ
イ

プ
を
持
っ
た
２
人
の
ウ
イ
グ
ル
族
の
男
が

立
っ
て
い
た
。

　

大
規
模
暴
動
が
起
き
た
中
国
新
疆
ウ
イ

グ
ル
自
治
区
ウ
ル
ム
チ
市
の
大
バ
ザ
ー
ル
。

衝
突
発
生
翌
日
の
６
日
、
人
け
の
な
い
建

設
中
の
ビ
ル
に
忍
び
込
み
、武
装
警
察
（
武

警
）
部
隊
に
よ
る
厳
戒
態
勢
の
様
子
を
隠

し
撮
り
し
て
い
た
時
だ
っ
た
。
両
側
か
ら

腕
を
つ
か
ま
れ
、
連
れ
て
行
か
れ
た
先
は

カ
ー
テ
ン
を
下
ろ
し
、
真
っ
暗
に
し
た
高

層
階
の
大
広
間
。
約
50
人
も
の
ウ
イ
グ
ル

族
の
男
が
、手
に
手
に
ナ
イ
フ
や
こ
ん
棒
、

鉄
パ
イ
プ
を
持
ち
、
密
談
し
て
い
た
。

　
「
日
本
人
記
者
だ
」
と
必
死
に
叫
ぶ

　

部
屋
に
入
っ
た
瞬
間
、
一
斉
に
男
た
ち

が
「
漢
族
だ
ぞ
」
と
叫
び
、
激
し
い
憎
悪

の
こ
も
っ
た
視
線
で
に
ら
み
付
け
て
く
る
。

十
数
人
が
鉄
パ
イ
プ
を
持
っ
て
い
す
か
ら

立
ち
上
が
り
私
を
取
り
囲
ん
だ
。
決
し
て

中
国
語
を
話
さ
な
い
よ
う
に
し
、
パ
ス
ポ

ー
ト
を
見
せ
て
英
語
で
「
私
は
日
本
人
の

記
者
だ
。
漢
族
じ
ゃ
な
い
」
と
繰
り
返
す
。

代
表
者
ら
し
き
中
年
の
男
が
、
パ
ス
ポ
ー

ト
を
取
り
上
げ
、
写
真
ま
で
じ
っ
く
り
チ

ェ
ッ
ク
し
た
揚
げ
句
に
「
こ
れ
は
偽
物
だ

ろ
う
」
と
吐
き
捨
て
た
。
ず
っ
と
ウ
イ
グ

ル
語
し
か
話
さ
な
か
っ
た
私
の
斜
め
後
ろ

に
い
た
男
が
、突
然
中
国
語
で
「
お
ま
え
、

中
国
語
話
せ
る
だ
ろ
う
」
と
聞
い
て
く
る
。

思
わ
ず
反
応
し
て
「
い
や
、
話
せ
な
い
」

と
英
語
で
答
え
て
し
ま
っ
た
。

　
「
見
て
み
ろ
、
中
国
語
が
分
か
る
じ
ゃ
な

い
か
。
お
ま
え
は
絶
対
に
漢
族
だ
」。
男
は
、

害
さ
れ
た
多
数
の
漢
族
の
遺
体
が
写
る
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
国
内
外
メ
デ
ィ
ア
に
早
々
に
配
布
。

そ
の
上
、
記
事
や
写
真
を
送
れ
る
よ
う
、

ホ
テ
ル
の
一
室
に
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
そ
こ
だ
け
は
ネ
ッ
ト
が
使
え
る
よ

う
に
す
る
配
慮
ま
で
し
て
み
せ
た
。

　

昨
年
３
月
の
チ
ベ
ッ
ト
暴
動
の
際
、
外

国
メ
デ
ィ
ア
を
強
硬
手
段
で
排
除
し
、
国

際
社
会
か
ら
厳
し
い
批
判
を
浴
び
た
こ
と

を
教
訓
に
、積
極
情
報
公
開
に
よ
っ
て
「
世

論
誘
導
」し
よ
う
と
い
う
意
図
は
明
確
だ
。

　

国
内
メ
デ
ィ
ア
は
、
当
局
の
意
の
ま
ま

に
暴
動
翌
日
か
ら
繰
り
返
し
こ
う
し
た
残

酷
な
場
面
を
報
道
、
在
外
亡
命
ウ
イ
グ
ル

人
組
織「
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
」の
ラ
ビ
ア・

カ
ー
デ
ィ
ル
主
席
ら
が
扇
動
し
た
と
徹
底

非
難
し
た
。
だ
が
報
道
が
漢
族
の
復
讐
心

を
た
ぎ
ら
せ
、
ウ
イ
グ
ル
族
襲
撃
に
向
か

わ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
の
余

地
が
な
い
。

　

中
国
政
府
は
「
暴
動
は
民
族
政
策
と
は

全
く
関
係
が
な
い
」
と
し
て
、
決
し
て
少

数
民
族
政
策
の
失
敗
を
認
め
な
い
。
だ
が

積
も
り
積
も
っ
た
憎
悪
の
犠
牲
に
な
っ
た

の
は
、
漢
族
も
ウ
イ
グ
ル
族
も
、
と
も
に

何
の
罪
も
な
い
一
般
市
民
だ
。
少
数
民
族

政
策
を
根
本
か
ら
見
直
し
、
本
格
的
な
融

和
策
に
踏
み
出
さ
な
い
限
り
、新
疆
の
人
々

の
未
来
に
光
は
見
え
な
い
。

▼
芹
田　

晋
一
郎

（
共
同
通
信
社
中
国
総
局
）

憎
悪
を
増
幅
さ
せ
た“
情
報
戦
略
”

新
疆
ウ
イ
グ
ル
暴
動

そ
う
決
め
付
け
た
後
、
仲
間
に
ウ
イ
グ
ル

語
で
何
か
を
告
げ
る
。
男
た
ち
は
一
斉
に

ナ
イ
フ
や
こ
ん
棒
を
振
り
上
げ
、
口
々
に

叫
び
始
め
た
。
鉄
パ
イ
プ
で
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
床
を
た
た
き
出
す
男
も
。

　
「
北
京
に
住
ん
で
い
る
か
ら
、
中
国
語
を

少
し
話
せ
る
だ
け
だ
」。
記
者
証
、
名
刺
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
ま
で
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
身
分
証
を
出
し
、
必
死
で
代
表
者
ら
し

き
男
を
説
得
す
る
。
撮
影
し
た
装
甲
車
や

武
警
の
写
真
や
映
像
も
す
べ
て
見
せ
「
本

当
に
日
本
人
記
者
だ
」
と
言
い
続
け
る
こ

と
約
40
分
。
一
応
信
じ
た
様
子
で
、
よ
う

や
く
解
放
さ
れ
た
。

　

漢
族
の
遺
体
が
写
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　

ウ
ル
ム
チ
市
内
の
取
材
で
身
を
も
っ
て

感
じ
た
こ
と
は
、
漢
族
と
ウ
イ
グ
ル
族
の

民
族
間
の
憎
し
み
の
激
し
さ
だ
。
だ
が
漢

族
側
の
憎
悪
の
火
に
油
を
注
い
だ
の
は
、

皮
肉
に
も
中
国
当
局
に
よ
る〝
情
報
戦
略
〟

せ
り
た
・
し
ん
い
ち
ろ
う　

１
９
９
６
年
入
社　

名
古
屋
支
社
編
集
部　

政
治
部
な
ど
を
経
て　

07
年
か
ら
中
国
総
局

競馬場付近のウイグル族居住区
� ＝7月7日　ウルムチ共同

だ
っ
た
。

　

暴
動
発
生
直
後
か
ら
当

局
は
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
全
体
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
国
際
電
話
を
遮
断
。

そ
の
一
方
で
、暴
動
を
「
独

立
派
に
よ
る
残
忍
な
暴
力

事
件
」
と
印
象
付
け
る
た

め
、
ウ
イ
グ
ル
族
が
漢
族

を
襲
撃
す
る
様
子
や
、
殺
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６
月
�9
日
夕
、
自
民
党
の
古
賀
誠
選
対

委
員
長
と
東
国
原
知
事
が
会
談
す
る
ニ
ュ

ー
ス
が
流
れ
た
。取
材
に
取
り
掛
か
る
と
、

同
党
は
、
知
事
に
総
務
相
ポ
ス
ト
を
打
診

し
、
さ
ら
に
衆
院
選
で
の
関
東
地
区
か
ら

の
比
例
代
表
名
簿
１
位
待
遇
を
持
ち
掛
け

て
い
た
。
古
賀
氏
が
来
庁
す
る
23
日
付
紙

面
に
「
自
民
、関
東
比
例
で
出
馬
要
請
か
」

の
見
出
し
で
記
事
化
し
た
。

　

知
事
室
前
は
そ
の
日
、
会
談
前
か
ら
報

道
陣
で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。
古
賀
氏
は

知
事
に
出
馬
を
打
診
。
こ
れ
に
対
し
て
知

事
は
①
全
国
知
事
会
が
作
成
し
た
地
方
分

権
の
提
言
を
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
盛
り
込

む
②
自
身
を
総
裁
候
補
に
す
る
─
の
２
条

件
を
逆
提
示
し
た
。
選
挙
区
や
ポ
ス
ト
の

話
は
出
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

各
社
政
治
担
当
の
記
者
に
加
え
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
番
組
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
紙
、
週
刊

誌
ま
で
多
く
の
記
者
が
宮
崎
県
入
り
し
、

報
道
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

連
日
行
わ
れ
た
ぶ
ら
下
が
り
取
材
で
、

知
事
は
「
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
ボ

ル
テ
ー
ジ
を
上
げ
た
。
入
閣
を
弾
み
に
出

馬
表
明
─
。
自
ら
「
シ
ア
タ
ー
」
と
名
付

け
た
転
身
劇
は
、
そ
ん
な
筋
書
き
が
透
け

て
見
え
た
。

　
「
転
身
反
対
63
％
」
の
取
材
を
拒
否

　

宮
崎
県
政
記
者
ク
ラ
ブ
に
は
�3
社
が
加

盟
し
、
宮
崎
日
日
新
聞
は
、
最
多
の
６
人

を
配
置
し
て
い
る
。
私
は
県
政
を
担
当
し

て
３
年
目
。
知
事
の
考
え
は
理
解
し
て
い

る
つ
も
り
だ
。

　

た
だ
、
公
務
以
外
で
の
取
材
は
壁
に
ぶ

つ
か
っ
て
い
る
。
タ
レ
ン
ト
出
身
の
さ
が

な
の
か
、
知
事
は
公
務
外
取
材
は
在
京
テ

レ
ビ
優
先
だ
。
宮
日
新
聞
は
苦
戦
を
強
い

ら
れ
て
い
る
。
知
事
と
地
元
紙
は
な
れ
合

い
で
は
い
け
な
い
が
、
必
要
以
上
に
距
離

を
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
転
身
騒

動
で
も
現
れ
た
。「
国
政
転
身
反
対
63
％
」

だ
っ
た
本
紙
世
論
調
査
の
コ
メ
ン
ト
取
材

は
拒
否
。
ブ
ロ
グ
で
は
社
説
批
判
を
展
開

し
た
。

　

一
方
で
知
事
は
、
勝
負
所
で
在
京
テ
レ

ニ
ュ
ー
ス
に
は
向
か
な
い
の
か
、
各
社
と

も
さ
ら
っ
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。
だ
が
、

知
事
が
自
民
党
か
ら
出
馬
す
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
の
み
焦
点
を
当
て
た
報
道
を
展

開
す
る
在
京
テ
レ
ビ
は
、
知
事
に
の
せ
ら

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

と
こ
ろ
が
、
風
向
き
を
変
え
た
の
も
ま

た
、
在
京
メ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
。
７
月
上
旬

に
発
表
さ
れ
た
全
国
世
論
調
査
で
は
「
知

事
が
自
民
党
か
ら
出
馬
す
る
こ
と
に
反

対
」「
自
民
党
の
印
象
が
悪
く
な
っ
た
」

と
の
声
が
多
か
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
自
民
党
が
ト
ー
ン
ダ
ウ

ン
し
、
事
態
は
一
気
に
収
束
へ
と
向
か
っ

た
。
�6
日
、
知
事
は
出
馬
を
断
念
す
る
緊

急
会
見
を
開
い
た
。
自
民
党
か
ら
「
条
件

は
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
め
な
い
」
と
の
書
簡

が
届
い
た
こ
と
を
そ
の
理
由
に
挙
げ
た
。

県
民
の
民
意
を
一
度
は
捨
て
て
い
な
が

ら
、
会
見
の
場
所
が
県
庁
で
、
県
の
作
業

着
を
身
に
着
け
て
い
た
こ
と
が
ど
こ
か
わ

ざ
と
ら
し
か
っ
た
。

　

翌
日
、
知
事
を
囲
む
記
者
の
姿
は
ま
ば

ら
だ
っ
た
。
知
事
は
変
わ
り
身
の
早
さ
を

見
せ
、「
任
期
を
全
う
す
る
」と
明
言
し
た
。

今
後
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
て
る
か

が
焦
点
に
な
る
。
気
を
入
れ
直
し
て
見
詰

め
続
け
た
い
。

▼
中
山　

貴
史

（
宮
崎
日
日
新
聞
社
報
道
部
）

在
京
テ
レ
ビ
優
先
に
違
和
感

東
国
原
騒
動　

宮
日
の
目
線 

ビ
局
に
生
出
演
し
、持
論
を
訴
え
続
け
た
。

古
賀
氏
と
会
談
し
た
６
月
23
日
、
入
閣
が

見
送
ら
れ
た
７
月
１
日
も
そ
う
だ
。
選
挙

区
に
な
る
で
あ
ろ
う
首
都
圏
の
こ
と
し
か

頭
に
な
い
よ
う
に
映
っ
た
。

　

次
の
知
事
選
の
行
方
に
関
心

　

そ
ん
な
中
、
在
京
テ
レ
ビ
は
洪
水
の
よ

う
な
報
道
を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
大
切

な
こ
と
が
抜
け
落
ち
て
い
た
よ
う
に
感
じ

た
。
そ
れ
は
、地
元
宮
崎
県
民
の
民
意
だ
。

県
民
は
一
連
の
騒
動
を
国
政
転
身
と
い
う

よ
り
「
県
政
投
げ
出
し
」
と
受
け
止
め
て

反
対
し
て
い
た
。
ま
た
、
次
の
知
事
選
の

行
方
に
関
心
が
注
が
れ
始
め
て
も
い
た
。

　

こ
う
し
た
ロ
ー
カ
ル
な
目
線
は
、
全
国

な
か
や
ま
・
た
か
し　

１
９
９
６
年
入
社　

整

理
部　

報
道
部　

え
び
の
支
局
を
経
て　

２
０

０
７
年
か
ら
報
道
部
県
政
担
当

報道陣に囲まれる東国原知事＝７月１日　宮崎県
高千穂町
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は
前
年
同
期
比
�2
・
８
％
減
だ
っ
た
。

　

あ
る
中
堅
ホ
テ
ル
の
売
上
高
は
昨
年
��

月
か
ら
前
年
同
月
比
�0
〜
20
％
減
。
関
係

者
の
多
く
は
「
サ
ミ
ッ
ト
効
果
は
ど
こ
か

に
吹
き
飛
ん
だ
」。
主
会
場
の
ザ
・
ウ
ィ

ン
ザ
ー
ホ
テ
ル
洞
爺
で
さ
え
、
外
国
人
客

や
団
体
客
の
来
訪
が
減
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
サ
ミ
ッ
ト
の
主
要
議
題
だ
っ
た

地
球
温
暖
化
防
止
の
精
神
を
引
き
継
ご
う

と
い
う
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

サ
ミ
ッ
ト
で
は
「
50
年
ま
で
に
世
界
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
半
減
」
と
の
長

期
目
標
が
示
さ
れ
た
が
、
既
に
開
催
�0
カ

月
前
に
地
元
で
は
対
策
協
議
会
を
設
立
。

「
マ
イ
ナ
ス
50
％
事
業
」
が
始
ま
っ
た
。

　

間
伐
材
を
砕
き
、
圧
縮
形
成
し
た
固
形

燃
料
「
木
質
ペ
レ
ッ
ト
」
の
生
産
が
伊
達

　

主
要
８
カ
国
首
脳
ら
が
集
ま
り
、
地
球

温
暖
化
対
策
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
「
北

海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催
か
ら
１

年
が
過
ぎ
た
。
地
元
で
は
知
名
度
の
上
昇

で
観
光
客
の
増
加
を
期
待
し
た
が
、
直
後

の
金
融
危
機
な
ど
で
目
立
っ
た
効
果
は
見

え
な
い
。
一
方
、二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）

の
排
出
量
を
減
ら
し
、
国
際
交
流
の
輪
を

広
げ
よ
う
と
の
動
き
が
出
て
い
る
。

　

サ
ミ
ッ
ト
で
使
わ
れ
た
長
さ
約
��
メ
ー

ト
ル
の
テ
ー
ブ
ル
な
ど
約
60
点
が
展
示
さ

れ
た
「
サ
ミ
ッ
ト
記
念
館
」。
道
内
屈
指

の
観
光
地
洞
爺
湖
温
泉
街
か
ら
も
近
く
、

４
月
の
開
館
以
来
、約
８
千
人
が
訪
れ
た
。

来
館
者
の
大
半
が
い
す
に
座
り
、「
国
際

会
議
の
雰
囲
気
を
味
わ
え
る
」と
好
評
だ
。

　

し
か
し
、
温
泉
街
を
歩
い
て
も
、
ホ
テ

ル
や
土
産
品
店
な
ど
に
活
気
は
見
ら
れ
な

い
。
目
抜
き
通
り
の
空
き
店
舗
に
は
「
売

り
物
件
」
の
張
り
紙
。
ホ
テ
ル
入
り
口
に

は
「
空
室
あ
り
」
の
看
板
が
目
立
つ
。

　　

サ
ミ
ッ
ト
か
ら
２
カ
月
後
、
米
証
券
大

手
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
経
営
破
綻

を
機
に
世
界
的
な
金
融
危
機
に
陥
っ
た
。

原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
で
自
家
用
車
で
訪

れ
る
道
内
客
の
出
足
が
鈍
っ
た
。
円
高
の

影
響
で
韓
国
や
台
湾
な
ど
外
国
人
客
も
激

減
。
２
０
０
８
年
度
下
半
期
（
昨
年
�0
月

〜
３
月
）
に
洞
爺
湖
町
を
訪
れ
た
観
光
客

「北海道洞爺湖サミット記念館」でガイドの
説明を聞く観光客＝洞爺湖町　

一口メモ　洞爺湖有珠山地域
　サミットの開催された同
地域周辺は、約�0万年前の
巨大な噴火で誕生した洞爺
カルデラ（洞爺湖）が起源。
有珠山は約２万年前の噴火
でできた。７千〜８千年間、
有珠山は噴火しなかったが、
�663年に再び活動を開始。
過去�00年に４度の噴火を繰
り返す。同地域は昨年、貴
重な地形や地質を観光や教
育に生かす「世界ジオパー
ク」（地質遺産公園）の国内
候補地にも選ばれた。

（ ）

サミットから１年

観光効果見えないが

エコ国際交流の芽は育つ

■升田　一憲
（北海道新聞室蘭支社）

市
の
製
造
工
場
で
進
む
。
灯
油
に
代

わ
る
暖
房
用
燃
料
で
、関
係
者
は「
使

う
こ
と
で
環
境
を
意
識
し
続
け
た

い
」。
室
蘭
工
業
大
学
で
は
今
夏
、

小
学
生
を
対
象
に
し
た
出
前
授
業
が

始
ま
っ
た
。安
居
光
国
准
教
授
は「
遊

び
を
通
じ
て
理
科
や
環
境
な
ど
に
目

を
向
け
さ
せ
た
い
」
と
話
す
。

　　

サ
ミ
ッ
ト
に
は
22
カ
国
の
首
脳
、

政
府
代
表
者
ら
が
参
加
。
地
元
で
首

脳
と
の
交
流
は
限
ら
れ
た
が
、
国
際

交
流
の
芽
は
着
実
に
芽
生
え
つ
つ
あ

ま
す
だ
・
か
ず
の
り　

１
９
９
４
年
入
社　

社

会
部　

帯
広
支
社　

経
済
部　

東
京
支
社
政
治

経
済
部
を
経
て　

室
蘭
支
社
報
道
部

洞爺湖発

る
。

　
「
国
際
ニ
ュ
ー
ス
に
関
心
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
」。
壮
瞥
町
の
中
学
２
年
生

（
�4
）
は
公
共
施
設
で
フ
ラ
ン
ス
大
使
ら

と
約
１
時
間
過
ご
し
た
交
流
が
忘
れ
ら
れ

な
い
。
海
外
へ
の
興
味
が
募
り
、
町
の
友

好
都
市
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ケ
ミ
ヤ
ル
ビ
市

へ
７
月
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
出
発
し
た
。

　

期
間
中
、
Ｇ
８
首
脳
で
唯
一
、
カ
ナ
ダ

首
相
が
訪
れ
た
伊
達
市
。
市
は
中
学
生
ら

32
人
を
今
秋
、
姉
妹
都
市
の
カ
ナ
ダ
・
レ

イ
ク
カ
ウ
チ
ン
町
へ
送
る
予
定
だ
。

　

日
本
を
訪
れ
る
中
国
人
へ
の
観
光
ビ
ザ

が
７
月
、
個
人
の
富
裕
層
に
も
解
禁
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、洞
爺
湖
町
な
ど
は
同
月
、

中
国
を
訪
れ
、
観
光
客
の
誘
致
な
ど
を
行

っ
た
。洞
爺
湖
町
の
長
崎
良
夫
町
長
は「
サ

ミ
ッ
ト
を
機
に
町
民
の
意
識
が
変
わ
っ

た
。
ま
ち
の
誇
り
と
し
て
観
光
、
教
育
に

生
か
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。



（ ）��

2009. 8. 10　No. 474

は
報
道
関
係
者
を
除
く
と
約
１
０
０
人
。

島
内
は
朝
か
ら
曇
り
空
で
、
皆
既
時
間
帯

が
近
づ
く
に
つ
れ
、
雨
、
風
と
も
強
く
な

る
悪
条
件
。
太
陽
は
見
え
ず
、
観
測
客
の

テ
ン
シ
ョ
ン
が
下
が
る
の
を
感
じ
た
。
し

か
し
、
皆
既
に
な
る
と
一
転
、
辺
り
が
一

気
に
漆
黒
の
闇
と
な
り
、「
す
ご
い
」
と

あ
ち
こ
ち
で
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

約
40
人
の
島
民
は
淡
々
と
し
た
も
の
。

多
く
が
小
規
模
な
畜
産
や
農
業
、
漁
業
な

ど
の
兼
業
。
牛
の
世
話
や
魚
を
捕
る
本
業

を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
日
食
に
は

手
が
回
ら
な
い
様
子
だ
っ
た
。

　

そ
の
島
民
ら
が
23
日
午
後
、
予
想
外
の

行
動
に
出
た
。
に
っ
ぽ
ん
丸
で
ツ
ア
ー
客

が
帰
る
と
き
、
５
隻
の
船
で
追
走
。
乗
り

込
ん
だ
１
人
は
「
ち
ゃ
ん
と
見
送
り
た
か

　

今
世
紀
最
長
、
国
内
で
46
年
ぶ
り
と
な

っ
た
７
月
22
日
の
皆
既
日
食
。
絶
好
の
観

測
地
と
な
っ
た
ト
カ
ラ
列
島
・
鹿
児
島
県

十
島
村
は
、
７
つ
の
島
に
約
６
５
０
人
が

暮
ら
す
小
さ
な
村
だ
。
世
界
的
に
注
目
を

集
め
る
天
体
シ
ョ
ー
を
迎
え
た
現
場
の
息

づ
か
い
を
伝
え
る
た
め
同
月
��
日
、
７
島

で
最
多
の
観
測
客
７
８
０
人
を
受
け
入
れ

る
諏
訪
之
瀬
島
に
入
っ
た
。

　

現
地
の
動
き
で
最
も
気
に
な
っ
た
の
が

「
入
島
制
限
」。
村
は
宿
泊
施
設
や
水
道
の

能
力
な
ど
か
ら
受
け
入
れ
可
能
人
数
を
１

５
０
０
人
と
決
定
。
業
務
委
託
し
た
旅
行

会
社
に
島
民
生
活
に
影
響
を
出
さ
な
い

「
受
益
者
負
担
」
が
原
則
の
ツ
ア
ー
を
設

定
さ
せ
、
そ
れ
以
外
の
入
島
を
認
め
な
い

方
針
を
打
ち
出
し
た
。
し
か
し
、
法
的
根

拠
は
な
く
、「
お
願
い
」
の
レ
ベ
ル
。
諏

訪
之
瀬
島
で
は
��
日
以
降
、
村
営
船
か
ら

ツ
ア
ー
外
の
若
者
グ
ル
ー
プ
が
続
々
と
降

り
立
ち
、
海
岸
で
野
営
を
始
め
た
。

　
「
受
け
入
れ
の
た
め
の
環
境
整
備
費
を

負
担
し
て
い
る
ツ
ア
ー
客
と
公
平
で
な
く

な
る
」。
村
の
担
当
職
員
は
各
グ
ル
ー
プ

の
も
と
に
日
参
し
説
得
。こ
れ
が
奏
功
し
、

�8
日
ま
で
に
す
べ
て
の
ツ
ア
ー
外
の
観
測

客
は
島
を
離
れ
た
。
島
の
強
い
日
差
し
で

真
っ
赤
に
日
焼
け
し
た
職
員
は
「
追
い
出

す
よ
う
で
つ
ら
か
っ
た
。
島
を
嫌
い
に
な

ら
な
い
で
ほ
し
い
」
と
願
っ
た
。

　

20
日
に
は
諏
訪
之
瀬
島
へ
の
ツ
ア
ー
客

の
第
一
陣
約
１
１
０
人
が
、
客
船
に
っ
ぽ

ん
丸
で
到
着
。
約
２
万
２
千
㌧
の
船
体
は

島
の
小
さ
な
港
に
接
岸
で
き
な
い
た
め
、

沖
に
停
泊
。
客
は
一
度
台
船
に
移
り
、
海

上
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
換
え
上
陸
す
る
。
波

高
や
風
速
の
運
航
基
準
が
あ
り
、
天
候
次

第
で
中
止
す
る
「
綱
渡
り
」
の
作
業
だ
っ

た
が
、
１
時
間
半
で
全
員
上
陸
。
一
方
、

同
じ
に
っ
ぽ
ん
丸
で
22
日
朝
に
着
い
た
約

４
３
０
人
は
、
悪
天
候
で
上
陸
中
止
。
村

の
担
当
者
は
「
安
全
を
優
先
す
る
し
か
な

い
」
と
苦
渋
の
表
情
だ
っ
た
。

　

結
局
、
当
日
を
島
で
迎
え
た
ツ
ア
ー
客

悪天候の中、皆既時間帯の暗闇を楽しむ
諏訪之瀬島の観測客ら

一口メモ　十島村
　東シナ海の南北�60㌔に
有人７島が連なる。役場は
海を隔てた鹿児島市にあ
り、最も遠い宝島まで300
㌔離れている。戦後、米軍
の占領下にあり、�952年２
月、本土復帰した。交通手
段は同市から週２便出る村
営船のフェリーのみ。「大
物が狙える」と釣りファン
には人気がある。

（ ）

皆既日食　７・22

カラ振りツアー客

島のぬくもりが送る

■木場　志郎
（南日本新聞社社会部）

っ
た
」。
24
日
に
は
、
一
度
島
を
離
れ
た

ツ
ア
ー
外
の
一
団
が
再
び
入
島
。「
こ
の

島
に
ま
た
来
た
か
っ
た
」
と
語
る
メ
ン
バ

ー
に
、
島
民
が
次
々
に
声
を
掛
け
、
笑
顔

の
輪
が
広
が
っ
た
。
島
の
ぬ
く
も
り
を
感

じ
さ
せ
る
場
面
が
続
い
た
。

　

人
口
は
ピ
ー
ク
時
の
５
分
の
１
、
高
齢

化
率
は
４
割
に
迫
る
村
。
取
材
中
、
島
の

将
来
を
心
配
す
る
声
を
多
く
聞
い
た
。
観

測
客
が
押
し
寄
せ
、
島
民
生
活
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
と
し
て
、
村
幹
部
が
「
天

災
」と
表
現
し
た
こ
と
も
あ
る
皆
既
日
食
。

こ
れ
を
「
天
恵
」
と
し
、
高
ま
っ
た
知
名

度
を
生
か
し
、
村
の
未
来
を
切
り
開
け
る

か
。
島
々
の
今
後
を
見
て
い
き
た
い
。

こ
ば
・
し
ろ
う　

２
０
０
５
年
入
社　

地
域
報
道

部
を
経
て
社
会
部

トカラ・十島村発

屋久島諏訪之瀬島

十島村
トカラ列島

奄美大島 太平洋

鹿児島鹿児島
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日
本
の
農
業
く
ら
い
「
表
と
裏
」、「
建

前
と
本
音
」
の
食
い
違
っ
て
い
る
世
界
は

珍
し
い
。
だ
か
ら
「
書
い
た
話
」
よ
り
も

「
書
か
な
か
っ
た
話
」
の
ほ
う
が
圧
倒
的

に
多
い
。「
な
ぜ
輸
入
汚
染
米
が
食
用
と

し
て
流
通
し
た
の
に
、
国
産
の
カ
ド
ミ
ウ

ム
汚
染
米
は
流
通
し
な
か
っ
た
の
か
」
と

か
、「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
い
わ
ゆ
る
狂
牛
病
）
対

策
に
関
し
て
は
、
日
米
の
牛
肉
は
安
全
性

に
お
い
て
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
と
い
う
見
解

は
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
」「
な
ぜ
食
品

の
偽
装
表
示
を
農
水
省
は
取
り
締
ま
れ
な

い
の
か
」
と
い
っ
た
食
の
問
題
か
ら
、「
６

兆
円
を
超
え
る
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
農

業
合
意
対
策
費
は
ど
う
使
わ
れ
た
の
か
」

と
か
、「
な
ぜ
多
く
の
農
家
が
コ
メ
の
生

産
調
整
に
反
対
な
の
に
農
協
は
賛
成
な
の

か
」「
な
ぜ
都
市
近
郊
農
家
は
農
地
保
全

の
線
引
き
に
反
対
す
る
の
か
」
と
い
っ
た

農
の
問
題
ま
で
、
多
す
ぎ
て
と
て
も
書
き

き
れ
な
い
。

　

だ
か
ら
今
回
は
、「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
」
で
日
本
の
国
家
目
標
と
さ

れ
た
「
食
料
自
給
率
」
に
つ
い
て
書
こ
う

と
思
う
。

●
３
倍
の
農
地
が
必
要
だ

　

ま
ず
、
日
本
の
食
料
自
給
率
が
４
割
に

な
っ
た
か
ら
日
本
の
食
の
安
全
保
障
が
危

う
く
な
っ
た
、
農
業
振
興
政
策
で
５
割
に

し
た
い
と
い
う
現
在
の
国
家
目
標
は
お
ろ

か
で
無
意
味
で
あ
る
。
食
料
自
給
率
を
１

０
０
分
率
で
表
す
と
い
う
こ
と
は
、
食
料

自
給
率
は
１
０
０
％
が
当
然
だ
と
考
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
今
の
日

本
人
の
食
料
消
費
を
前
提
と
す
る
と
、
１

０
０
％
自
給
は
絶
対
に
不
可
能
で
あ
る
。

食
料
を
作
る
土
地
、
農
地
が
足
り
な
い
か

ら
だ
。

　

も
う
少
し
詳
し
く
説
明
し
よ
う
。
現
在

日
本
が
外
国
か
ら
輸
入
し
て
い
る
穀
物

は
、
家
畜
の
え
さ
用
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が

１
２
０
０
万
ト
ン
、
小
麦
が
６
０
０
万
ト

ン
、
大
豆
が
５
０
０
万
ト
ン
も
あ
る
。
こ

れ
を
自
給
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら

の
輸
入
穀
物
を
日
本
国
内
で
作
る
と
い
う

こ
と
だ
。

　

で
は
そ
の
た
め
に
日
本
国
内
に
ど
の
く

ら
い
の
農
地
が
必
要
な
の
か
。
農
業
に
詳

し
い
人
間
な
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
穀
物
の「
単

位
面
積
当
た
り
収
量
」か
ら
計
算
で
き
る
。

小
麦
６
０
０
万
ト
ン
を
作
る
に
は
農
地
が

２
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
必
要
だ
し
、
大
豆

を
５
０
０
万
ト
ン
作
る
に
は
農
地
が
２
５

０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
必
要
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
現
在
輸
入
し
て
い
る
「
主

な
農
産
物
」
を
日
本
国
内
で
作
る
の
に
必

要
な
農
地
を
合
計
す
る
と
、
政
府
の
控
え

め
な
計
算
で
も
１
２
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
な
る
と
い
う
。
バ
ナ
ナ
や
オ
レ
ン
ジ
、

コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
、
ワ
イ
ン
や
ウ
イ
ス
キ

ー
な
ど
の
「
主
な
農
産
物
で
な
い
」
農
産

物
の
輸
入
も
含
め
る
と
、
日
本
の
食
料
自

給
率
を
１
０
０
％
に
す
る
に
は
、
１
５
０

０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
が
必
要
だ
ろ

う
。
現
在
日
本
に
あ
る
農
地
の
面
積
は
わ

ず
か
に
５
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
弱
、
最
近

耕
作
放
棄
地
が
目
立
つ
と
は
い
え
全
部
使

っ
て
い
る
。
食
料
自
給
率
を
１
０
０
％
に

す
る
に
は
、
現
存
農
地
の
ほ
か
に
、
新
た

に
そ
の
３
倍
の
農
地
が
国
内
に
必
要
に
な

る
が
、
日
本
列
島
の
ど
こ
に
そ
ん
な
土
地

が
残
っ
て
い
る
の
か
。

●
食
生
活
の
変
化
、
消
費
２
倍
の
内
実

　

昭
和
30
年
代
に
８
割
も
あ
っ
た
日
本
の

食
料
自
給
率
は
な
ぜ
４
割
に
減
っ
て
し
ま

っ
た
の
か
。
そ
れ
は
農
業
生
産
が
半
減
し

た
か
ら
で
は
な
い
、
消
費
が
２
倍
に
な
っ

た
か
ら
だ
。
食
料
自
給
率
と
は
、
分
母
が

総
消
費
量
、
分
子
が
国
内
生
産
量
で
計
算

さ
れ
る
数
値
で
あ
る
。
自
給
率
が
８
割
か

ら
４
割
に
な
っ
た
の
は
、
分
子
が
半
分
に

な
っ
た
か
ら
で
は
な
く
て
、
分
母
が
２
倍

に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

日
本
の
高
度
経
済
成
長
で
、
国
民
の
食

生
活
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
ご
飯
と
味
噌

汁
と
漬
物
と
い
っ
た
伝
統
的
な
食
事
か

書いた話　書かなかった話

加
倉
井　

弘

「
食
料
自
給
率
１
０
０
％
」を
考
え
る

─
─
ま
や
か
し
の
数
字
に
踊
る
な
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ら
、
肉
や
卵
を
食
べ
、
牛
乳
を
飲
む
よ
う

な
西
欧
風
の
食
事
に
変
化
し
た
。
そ
れ
に

応
じ
て
日
本
の
農
業
生
産
も
米
・
麦
・
芋

中
心
か
ら
畜
産
物
や
野
菜
中
心
に
変
わ
っ

た
の
だ
。
こ
の
間
に
、
肉
用
鶏
の
飼
育
数

が
１
億
羽
も
増
え
た
。
採
卵
鶏
の
飼
育
数

は
５
千
万
羽
増
え
た
。
豚
の
飼
育
数
が
５

百
万
頭
も
増
え
た
。
乳
牛
と
肉
用
牛
の
数

が
そ
れ
ぞ
れ
50
万
頭
ず
つ
増
え
た
。
日
本

の
農
地
は
増
え
な
い
の
に
家
畜
の
数
が
増

え
た
ら
、
家
畜
に
食
べ
さ
せ
る
エ
サ
が
な

い
。
だ
か
ら
飼
料
穀
物
の
輸
入
関
税
を
ゼ

ロ
に
し
て
、
家
畜
に
食
べ
さ
せ
る
た
め
の

エ
サ
の
輸
入
を
増
や
し
た
。
だ
か
ら
日
本

の
「
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率
」

が
下
が
っ
た
の
だ
。

　

心
配
症
の
人
の
た
め
に
言
っ
て
お
く

が
、現
在
の
食
料
自
給
率
が
４
割
だ
か
ら
、

万
一
食
料
輸
入
が
途
絶
す
る
と
日
本
人
の

４
割
し
か
生
き
残
れ
な
い
と
い
う
考
え
は

間
違
い
で
あ
る
。
エ
サ
が
輸
入
で
き
な
く

な
る
か
ら
、
日
本
で
飼
わ
れ
て
い
る
家
畜

の
ほ
と
ん
ど
が
生
き
残
れ
な
い
と
い
う
の

が
正
し
い
。

　

で
は
万
一
食
料
輸
入
が
途
絶
し
た
場
合

に
、
我
々
が
生
き
残
る
た
め
の
対
策
は
何

か
。
ま
ず
配
給
制
度
に
よ
る
国
民
の
食
料

消
費
の
抑
制
で
あ
る
。
ス
イ
ス
は
平
時
に

は
一
人
当
た
り
３
３
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

あ
る
食
料
供
給
を
、
危
機
時
に
は
最
低
必

要
水
準
の
２
３
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に
下

消
費
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
し
、

農
業
生
産
の
面
か
ら
見
て
も
、
農
地
の
面

積
が
限
ら
れ
て
い
る
の
に
穀
物
の
生
産
量

を
何
倍
に
も
増
や
す
術
な
ど
あ
り
え
な
い

か
ら
だ
。

　

さ
ら
に
日
本
で
一
番
大
切
な
作
物
で
あ

る
コ
メ
の
場
合
は
、
零
細
規
模
の
分
散
さ

れ
た
水
田
を
所
有
す
る
多
数
の
兼
業
農
家

が
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
的
に
生
産
を
担
当
し

て
い
る
の
で
、
国
際
価
格
の
�0
倍
を
超
え

る
と
い
う
と
ん
で
も
な
く
高
い
国
内
価
格

を
引
き
下
げ
ら
れ
る
可
能
性
は
な
い
。
だ

か
ら
、
国
内
で
コ
メ
の
消
費
量
は
減
り
続

け
、
や
む
を
得
ず
生
産
調
整
す
る
か
ら
生

産
量
が
減
り
続
け
る
。
こ
れ
で
食
料
自
給

率
が
上
が
る
は
ず
が
な
い
。
食
料
自
給
率

目
標
は
「
ま
ぼ
ろ
し
」
も
し
く
は
「
ま
や

か
し
」
に
す
ぎ
な
い
。◇

　

さ
て
最
後
に
、
農
業
を
正
し
く
考
え
る

練
習
と
し
て
、「
や
っ
て
は
い
け
な
い
が
、

日
本
の
食
料
自
給
率
が
確
実
に
上
が
る
政

策
」
を
ご
披
露
し
よ
う
。

①
「
侵
略
戦
争
を
や
っ
て
日
本
の
農
地
を

増
や
す
こ
と
」
〜
な
ん
と
い
っ
て
も
日
本

の
国
民
１
人
当
た
り
の
農
地
の
面
積
は
英

国
の
８
分
の
１
、
フ
ラ
ン
ス
の
�3
分
の
１

し
か
な
い
の
だ
か
ら
。
た
だ
し
太
平
洋
戦

争
の
際
の
日
本
の
戦
死
者
は
２
０
０
万
人

以
上
と
い
わ
れ
て
い
る
。

②
「
日
本
の
人
口
を
減
ら
す
こ
と
」
〜
江

戸
時
代
の
日
本
の
人
口
は
３
千
万
人
か
ら

４
千
万
人
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
食
料
自

給
率
は
１
０
０
％
だ
っ
た
。
た
だ
し
庶
民

の
食
事
は
貧
し
く
、
畜
産
物
は
ま
っ
た
く

食
卓
に
は
あ
が
ら
な
い
「
一
汁
一
菜
」
が

基
本
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
江
戸
時
代
の
食

料
不
足
は
深
刻
で
、
日
本
各
地
で
飢
饉
が

相
次
ぎ
、
多
く
の
餓
死
者
が
出
た
と
い
う

記
録
が
残
っ
て
い
る
。

③
「
日
本
が
貧
乏
に
な
る
こ
と
」
〜
日
本

の
食
料
輸
入
が
加
速
し
た
の
は
、
貿
易
収

支
の
黒
字
が
常
態
化
し
て
か
ら
で
あ
る
。

「
加
工
貿
易
」
に
依
存
し
て
い
る
日
本
の

工
業
技
術
が
、
ひ
と
た
び
国
際
競
争
力
を

失
え
ば
、
外
国
か
ら
食
料
を
買
う
購
買
力

は
消
え
て
な
く
な
る
。

④
「
江
戸
時
代
の
鎖
国
に
戻
る
こ
と
」
〜

た
だ
し
そ
れ
で
は
食
料
も
入
ら
な
い
が
、

石
油
や
石
炭
や
鉄
鉱
石
も
入
ら
な
い
。
そ

こ
で
食
料
は
輸
入
し
な
い
が
石
油
は
入
れ

た
い
と
い
う
の
な
ら
、
国
際
ル
ー
ル
に
し

ば
ら
れ
な
い
よ
う
Ｗ
Ｔ
Ｏ
か
ら
脱
退
す
る

こ
と
だ
。
こ
れ
は
日
本
の
国
益
に
反
す
る

行
為
と
は
思
う
が
。

　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

書いた話　書かなかった話

げ
て
配
給
す
る
計
画
で
あ
る
。
現
在
、
日

本
人
の
食
料
供
給
量
は
一
人
当
た
り
２
５

０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
程
度
あ
る
が
、
今
は

家
畜
の
エ
サ
や
野
菜
や
花
な
ど
を
作
っ
て

い
る
農
地
に
、
穀
物
や
芋
類
な
ど
の
熱
量

効
率
の
高
い
作
物
を
作
れ
ば
、
一
人
当
た

り
１
９
０
０
か
ら
２
０
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ

ー
の
熱
量
供
給
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る

（
出
典
は
農
水
省
の
食
料
自
給
率
レ
ポ
ー

ト
）。

　

な
お
日
本
は
、
太
平
洋
戦
争
の
終
戦
前

後
に
深
刻
な
食
料
危
機
を
経
験
し
た
が
、

昭
和
2�
年
の
供
給
ベ
ー
ス
の
一
人
当
た
り

熱
量
は
１
４
４
８
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
だ
っ
た

と
い
う
（
農
水
省
・
食
料
需
給
表
）。
今

の
日
本
の
食
料
自
給
率
目
標
は
、
輸
入
途

絶
と
い
っ
た
食
料
供
給
危
機
を
担
保
す
る

も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
ほ
ぼ
無
関
係

と
い
っ
て
も
い
い
。

●
国
家
目
標
は
永
遠
に
…

　

実
は
こ
の
食
料
自
給
率
を
国
が
数
値
目

標
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
に
は
た
め
ら
い

が
あ
っ
た
。
農
林
官
僚
と
学
者
は
反
対
だ

っ
た
の
だ
。
だ
が
、
消
費
者
団
体
と
農
業

団
体
の
強
い
圧
力
に
負
け
て
採
用
し
て
し

ま
っ
た
の
だ
。

　

と
こ
ろ
が
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、
最

初
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
が
、
食

料
自
給
率
向
上
目
標
は
い
っ
こ
う
に
達
成

さ
れ
な
か
っ
た
。
農
水
省
は
国
民
の
食
料

か
く
ら
い
・
ひ
ろ
し
会
員　

１
９
３
６
年

生
ま
れ　

60
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
入
局　

農
林
水
産

番
組
班
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
（「
明

る
い
農
村
」
担
当
）、
解
説
委
員
な
ど　

95
年
退
局
後　

農
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

し
て
活
動
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米
原
万
里
を
語
る

�

金
平　

茂
紀　

共
著

（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
ア
メ
リ
カ
総
局
長
）

さ
わ
や
か
な
毒
舌
と
ユ
ー
モ
ア　

米
原
万

里
さ
ん
が
こ
の
世
を
旅
立
た
れ
た
の
は
、

２
０
０
６
年
５
月
。
ま
だ
56
歳
だ
っ
た
。

　

実
妹
の
井
上
ユ
リ
さ
ん
と
義
弟
の
井
上

ひ
さ
し
さ
ん
に
加
え
、
万
里
さ
ん
と
「
義

兄
弟
」
の
盃
を
交
わ
し
た
吉
岡
忍
さ
ん
、

小
森
陽
一
さ
ん
の
お
二
人
、
そ
し
て
義
弟

と
い
う
よ
り
は
「
贋
弟
・
偽
弟
・
愚
弟
」

で
あ
っ
た
小
生
の
計
５
人
が
、
万
里
さ
ん

を
自
分
流
に
偲
ん
だ
ら
、
こ
ん
な
本
に
な

っ
た
。
さ
わ
や
か
な
毒
舌
と
研
ぎ
澄
ま
さ

れ
た
ユ
ー
モ
ア
が
今
と
い
う
息
苦
し
い
時

代
に
こ
そ
ど
ん
な
に
必
要
で
あ
る
こ
と

か
。
乞
ご
一
読
。

（
か
も
が
わ
出
版　

１
、
５
７
５
円
）

記
者
風
伝

河
谷　

史
夫

（
朝
日
新
聞
記
者
）

新
聞
の
申
し
子
た
ち　

新
聞
が
輝
き
、
新

聞
記
者
た
ち
が
生
き
生
き
と
し
て
い
た
時

代
が
あ
っ
た
。
見
る
と
、
新
聞
記
者
は
血

ま
み
れ
だ
。

　

抜
い
た
抜
か
れ
た
の
現
場
で
切
っ
た
張

っ
た
の
記
者
は
、
返
り
血
も
浴
び
て
全
身

赤
く
染
ま
り
、
コ
ラ
ム
の
現
場
に
立
つ
記

者
は
文
章
に
秘
術
を
尽
く
し
て
人
知
れ
ず

血
の
汗
を
流
し
て
い
る
。

　
「
新
聞
の
申
し
子
」
と
い
う
べ
き
記
者

た
ち
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
24
人
の
略
伝

を
書
き
、
列
伝
で
は
司
馬
遷
に
悪
い
か
ら

「
風
伝
」
と
し
た
。
む
ろ
ん
、
身
の
程
を

わ
き
ま
え
ぬ
こ
と
で
あ
る
。

（
朝
日
新
聞
出
版　

１
、
８
９
０
円
）

ベ
ト
ナ
ム
戦
場
再
訪

�

北
畠　

霞　

共
著

（
毎
日
新
聞
出
身
）

ゲ
リ
ラ
兵
士
と
の
再
会　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争

を
追
い
か
け
て
い
た
特
派
員
時
代
、
サ
イ

ゴ
ン
の
す
ぐ
西
方
の
と
こ
ろ
で
、
解
放
戦

線
の
ゲ
リ
ラ
兵
士
に
一
時
身
柄
を
拘
束
さ

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
身
な
り
か
ら
彼
ら

は
地
元
の
村
の
兵
士
と
判
断
し
、
戦
争
が

終
わ
り
、
時
間
が
で
き
た
ら
捜
す
こ
と
を

長
ら
く
温
め
て
い
た
。

　

リ
タ
イ
ア
し
て
か
ら
、
２
年
前
に
そ
の

一
人
を
探
し
出
し
、
当
時
の
こ
と
を
思
い

出
し
あ
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
話
を
基

に
、
ゲ
リ
ラ
の
戦
い
ぶ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
の
芽
、
米
国
敗
退
の
背
景
を
ま
と
め
た

の
が
こ
の
本
で
あ
る
。
共
著
者
は
カ
メ
ラ

マ
ン
で
多
数
の
写
真
を
収
め
て
い
る
。

（
連
合
出
版　

２
、
３
１
０
円
）

日
本
の
基
本
問
題
を
考
え
て
み
よ
う

　

中
馬　

清
福

（
信
濃
毎
日
新
聞
主
筆
）

若
者
た
ち
に
期
待
し
て　

信
濃
毎
日
新
聞

に
連
載
中
の
大
型
コ
ラ
ム
「
考
」
を
読
ん

だ
編
集
者
に
、
こ
ん
な
調
子
で
書
い
て
み

た
ら
、
と
勧
め
ら
れ
て
こ
の
本
は
で
き
ま

し
た
。
自
分
の
こ
れ
ま
で
を
さ
ら
け
出
し

た
、
全
文
こ
れ
若
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

す
か
ら
、
現
役
や
Ｏ
Ｂ
の
記
者
の
み
な
さ

ま
に
読
ん
で
い
た
だ
く
の
は
恐
れ
多
い
こ

と
で
す
。
立
ち
読
み
さ
れ
て
、
じ
ゃ
あ
、

子
か
孫
に
買
っ
て
や
る
か
、
と
思
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
な
お
、「
考
」

を
ま
と
め
た
本
も
２
冊
目
が
同
じ
新
聞
社

か
ら
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書　

８
１
９
円
）

オ
バ
マ
の
ア
メ
リ
カ
は
ど
こ
へ
行
く

蓮
見　

博
昭

（
時
事
通
信
出
身
）

宗
教
関
係
に
力
点
置
く　

ア
メ
リ
カ
の
主

な
分
野
の
近
況
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
オ
バ

マ
新
大
統
領
な
い
し
同
政
権
の
考
え
方
・

施
策
を
簡
潔
・
平
易
に
紹
介
・
解
説
し
、

近
未
来
の
展
望
を
試
み
た
。

　

日
本
で
も
オ
バ
マ
本
は
す
で
に
数
多
く

出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
本
書
に

特
色
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
宗
教
（
キ
リ
ス

ト
教
）
関
係
に
力
点
を
置
い
た
こ
と
だ
ろ

う
。
講
演
の
記
録
や
雑
誌
論
文
を
集
め
、

マ
イ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ　

マ
イ
Ｐ
Ｒ

会員の著書

大
幅
に
加
筆
修
正
し
て
単
行
本
化
し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
今
後
も
「
相
対
的
衰
退
」
を

続
け
て
い
く
も
の
と
予
測
、
オ
バ
マ
の
改

革
や
危
機
対
策
が
失
敗
す
れ
ば
、
本
格
的

衰
退
も
不
可
避
な
の
で
は
な
い
か
、
と
警

告
し
て
い
る
。（

梨
の
木
舎　

１
、
８
９
０
円
）

グ
リ
ー
ン
・
リ
カ
バ
リ
ー　

日
本
再

生
の
新
シ
ナ
リ
オ

三
橋　

規
宏

（
日
本
経
済
新
聞
出
身
）

最
速
出
版
の
記
念
の
書
で
す　
「
変
化
恐

怖
症
─
ニ
ッ
ポ
ン
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の

本
の
執
筆
を
９
割
近
く
書
き
上
げ
た
時
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
っ
た
。
１

０
０
年
に
一
度
の
世
界
同
時
不
況
が
日
本

に
も
押
し
寄
せ
、
日
本
も
生
き
残
り
の
た

め
に
思
い
切
っ
た
変
化
を
迫
ら
れ
た
。
執

筆
中
の
本
は
一
日
で
陳
腐
化
し
、
幻
の
本

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

日
本
が
大
変
身
し
な
い
限
り
、
今
度
の

不
況
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
の
た
め
の
処
方
箋
を
書
こ
う
。
気
持
ち

を
切
り
換
え
、
一
気
に
書
き
上
げ
た
の
が

本
書
で
あ
る
。
５
月
初
め
に
出
版
社
に
原

稿
を
持
ち
込
み
、
同
月
20
日
過
ぎ
に
書
店

に
並
ん
だ
。
私
の
最
速
出
版
の
記
念
の
書

で
も
あ
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
出
版　

１
、
６
８
０
円
）
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道
の
勉
強
を
し
て
い
た
の
に
私
の
た
め
に

奉
仕
を
し
て
く
れ
て
…
」
と
繰
り
返
し
て

感
謝
し
て
お
ら
れ
た
。

　

こ
の
時
を
含
め
る
と
、
木
下
先
生
に
お

目
に
か
か
っ
た
の
は
四
度
。一
度
は「
山
本

安
英
の
会
」
で
の
勉
強
会
、
本
郷
の
喫
茶

店
が
会
場
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
、「
シ
ェ
ー
ク

ス
ピ
ア
の
こ
と
ば
」
が
主
題
だ
っ
た
。
シ

ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
自
身
が
創
作
し
た
英
語
が

相
当
あ
る
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
馬
に
関
係

ん
の
思
い
出
も
あ
っ
て
か
、「
夕
鶴
」
が

自
分
の
手
を
離
れ
て
違
っ
た
も
の
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
神
経
質
だ
っ
た
。

　

初
日
の
幕
が
降
り
、
評
論
家
の
尾
崎
宏

次
さ
ん
も
木
下
さ
ん
の
表
情
を
気
に
さ
れ

て
い
た
。
中
国
の
出
演
者
が
い
ま
だ
、
舞

台
に
残
っ
て
い
る
時
、
袖
か
ら
入
っ
て
、

一
言
「
よ
か
っ
た
」
と
ぽ
そ
っ
と
、
お
っ

し
ゃ
っ
た
。
若
干
の
原
作
者
と
し
て
の
戸

惑
い
と
中
国
側
へ
の
気
遣
い
を
私
は
感
じ

お
目
に
か
か
る
と
私
は
思
っ
た
。

　

具
合
が
よ
け
れ
ば
夕
食
に
鰻
で
も
、

と
い
う
話
を
事
前
に
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
だ
が
、
し
ば
ら
く
し
て
「
耳
鳴
り
が

し
て
…
」
と
引
き
取
ら
れ
た
。

　

交
渉
は
養
女
と
し
て
木
下
先
生
が
身

の
回
り
一
切
を
任
せ
て
お
ら
れ
た
新
藤

と
み
子
さ
ん
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

先
生
は
前
に
電
話
で
お
話
し
し
た
時
も

新
藤
さ
ん
に
つ
い
て
、「
こ
の
人
は
茶

取
っ
た
が
、
周
囲
が
ほ
っ
と
し
た
の
を

憶
え
て
い
る
。

　

そ
し
て
四
度
目
、
私
が
公
共
劇
場
の

運
営
に
か
か
わ
り
、
ど
う
し
て
も
上
演

し
た
か
っ
た
の
は
叙
事
詩
劇
「
子
午
線

の
祀
り
」
で
あ
る
。
宇
宙
的
な
視
野
か

ら
源
平
の
つ
ま
り
は
人
間
の
争
い
を
見

る
と
い
う
、
こ
の
よ
う
な
壮
大
な
詩
劇

は
二
度
と
出
な
い
。

　

最
後
に
、「
二
十
一
世
紀
に
も
受
け

継
が
れ
る
演
劇
と
し
て
、
ま
た
、
再
演

さ
せ
て
ほ
し
い
」と
お
願
い
し
た
。「
い

い
で
す
」
─
。
そ
し
て
こ
れ
は
新
藤
さ

ん
か
ら
の
助
言
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
が
、

「
演
出
は
今
後
、
野
村
萬
斎
が
中
心
で

も
い
い
」
と
ま
で
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
次

回
は
永
井
と
ま
た
、
来
て
ほ
し
い
」
と

い
う
の
が
最
後
の
伝
言
だ
っ
た
。

鼎
談
だ
っ
た
。
下
手
で
い
い
、
好
奇
心
に

満
ち
た
目
を
し
た
新
人
が
い
い
と
い
う
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
希
望
で
、
私
が
聞
き
手

と
な
っ
た
。

　

番
組
終
了
後
、
夜
の
新
宿
に
繰
り
出
し

飲
み
屋
で
木
下
先
生
が
盛
ん
に
く
さ
や
の

干
物
を
「
食
べ
ろ
、
食
べ
ろ
」
と
す
す
め

て
く
だ
さ
っ
た
。
食
通
で
い
ら
し
た
の
だ

と
思
う
が
、
そ
の
に
お
い
と
と
も
に
、
忘

れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
あ
る
。

す
る
こ
と
ば
だ
、と
。例
と
し
て
ｔ
ｒ
ｏ
ｔ

　

最
後
に
お
会
い
し
た
の
は
亡

く
な
る
一
年
半
ほ
ど
前
、
公
共

劇
場
で
の
「
子
午
線
の
祀
り
」

上
演
の
報
告
を
す
る
た
め
だ
っ

た
。
応
接
間
の
椅
子
に
座
ら
れ

た
先
生
は
九
十
歳
を
超
え
て
お

ら
れ
た
だ
ろ
う
が
、
こ
ん
な
に

も
美
し
い
老
人
に
久
方
ぶ
り
に

私
が
会
っ
た　

木
下
順
二
さ
ん

　

三
度
目
、
こ

れ
は
東
京
芸
術

劇
場
で
中
国
版

の
「
夕
鶴
」
が

上
演
さ
れ
た
折

の
こ
と
。
先
生

は
山
本
安
英
さ

─
老
い
て
美
し
く
─

　
　
　

そ
し
て
、
く
さ
や
の
干
物
の
思
い
出
も

■
永
井
多
惠
子

リレー
エッセー⑨

な
が
い
・た
え
こ
会

員
（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
副

会
長
）

写
真　

執
筆
の
合
間
に
、
自
宅
で
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
応
じ
る
＝
２
０
０
１
年
６
月
＝

共
同
通
信
社
提
供

（
早
足
で
駆
け
る
）
と
い
う
英

語
を
楽
し
そ
う
に
あ
げ
ら
れ
た
。

ご
自
身
も
馬
が
大
好
き
だ
っ
た
。

　

二
度
目
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ

ビ
が
い
ま
だ
、
実
験
的
で
あ
る

こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
こ
ろ
、

「
文
芸
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
と
い
う

番
組
で
、
何
回
目
か
が
木
下
先

生
と
大
江
健
三
郎
、
開
高
健
の

あの日 あの時
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プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
古
典
の
映
画
化

だ
が
、
世
代
に
よ
っ
て
受
け
と
め
方
は
相

当
違
う
の
で
は
な
い
か
。
古
い
世
代
は
、

時
代
体
験
を
思
い
起
こ
し
、
世
界
恐
慌
の

年
、
１
９
２
８
年
に
出
版
さ
れ
た
こ
の
労

働
者
残
酷
物
語
を
オ
ン
リ
ー
イ
エ
ス
タ
デ

ィ
の
物
語
と
し
て
述
懐
し
た
か
も
し
れ
な

い
。
20
代
、
30
代
世
代
は
若
者
が
雇
用
調

整
の
し
わ
寄
せ
を
う
け
て
ロ
ス
ト
ジ
ェ
ネ

た
。
オ
ペ
ラ
を
徹
底
的
に
デ
フ
ォ
ル
メ
し

て
原
作
か
ら
離
れ
す
ぎ
る
き
ら
い
の
あ
る

宮
本
亜
門
の
演
出
に
は
、「
そ
こ
ま
で
原

作
を
軽
視
す
る
な
ら
、
自
分
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
を
作
っ
て
み
ろ
」
と
で
も
言
い
た
い
気

が
す
る
が
、
こ
の
作
品
は
原
作
の
核
心
を

つ
か
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｕ
監
督

自
身
は
映
画
化
が
決
ま
っ
て
か
ら
初
め
て

原
作
に
触
れ
た
そ
う
だ
が
。

考えろ、そして行動しろ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
な

り
か
か
っ
て
い
る

現
在
の
不
況
と
イ

メ
ー
ジ
を
重
ね
た

か
も
し
れ
な
い
。

　

40
代
半
ば
の
Ｓ

Ａ
Ｂ
Ｕ
監
督
は
中

間
世
代
だ
が
、
こ

の
深
刻
な
労
働
者

の
団
結
・
蜂
起
物

語
を
現
代
的
で
ポ

ッ
プ
な
映
像
に
再

構
築
し
て
み
せ

　
「
格
差
社
会
」「
派
遣
切
り
」
な
ど
が
社

会
問
題
と
し
浮
上
す
る
な
か
で「
蟹
工
船
」

は
昨
年
の
流
行
語
大
賞
Ｔ
Ｏ
Ｐ
�0
に
も
選

ば
れ
、
80
年
も
前
の
原
作
が
に
わ
か
に
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
Ｓ
Ａ
Ｂ
Ｕ
監
督

は
「
こ
の
映
画
で
一
番
大
事
な
台
詞
は
う

さ
ん
臭
い
中
国
人
通
訳
の
言
っ
た
こ
と

ば
、『
怖
が
っ
て
何
も
し
な
い
の
が
一
番

い
け
な
い
。
自
分
で
考
え
て
、
自
分
で
行

る
。
だ
が
、
そ
れ
に
し
て
も
若
い
世
代
に

元
気
が
な
い
。
何
も
考
え
な
い
自
暴
自
棄

の
犯
罪
も
目
立
つ
。
可
能
性
の
芽
を
自
分

で
摘
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。「
考
え
ろ
、

そ
し
て
行
動
し
ろ
」
が
原
作
と
監
督
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
こ
と
を
か
み
し
め

て
ほ
し
い
と
思
う
の
だ
が
…
。

　

日
本
経
済
新
聞
出
身�

小
島　

明

©
２
０
０
９
「
蟹
工
船
」
製
作
委
員
会

動
す
る
し
か
な
い
』

だ
」
と
強
調
す
る
。

　

映
画
に
は
男
だ
け

し
か
登
場
し
な
い

が
、
松
田
龍
平
は
じ

め
格
好
が
い
い
若
者

ば
か
り
だ
。
衣
装
も

モ
ダ
ン
で
、
時
代
色

が
意
図
的
に
薄
め
ら

れ
て
い
る
感
じ
だ
。

　

若
い
世
代
に
夢
を

与
え
ら
れ
な
い
今
の

政
治
は
落
第
で
あ

蟹工船（6.�29）

試  写  会

　

中
国
の
革
命
家
孫
文
を
描
い
た
中
国
映

画
は
約
20
年
前
に
も
一
大
伝
記
と
し
て
製

作
さ
れ
た
が
、
今
回
の
作
品
は
マ
レ
ー
シ

ア
（
当
時
は
英
領
マ
レ
ー
）
の
ペ
ナ
ン
に

滞
在
し
て
い
た
約
半
年
間
に
絞
っ
て
描
い

て
い
る
。
清
朝
の
暗
殺
団
に
狙
わ
れ
な
が

ら
も
革
命
資
金
の
調
達
を
図
る
一
方
で
、

献
身
的
に
仕
え
る
看
護
婦
と
の
愛
も
盛
り

込
ん
で
お
り
、
ス
リ
ル
と
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス

逆
境
の
時
期
こ
そ
が
孫
文
に
と
っ
て
革
命

へ
の
力
が
養
わ
れ
て
い
た
と
き
だ
っ
た
と

位
置
付
け
て
い
る
。

　

映
画
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
ー
ン
は
、

革
命
資
金
の
提
供
を
渋
る
華
僑
を
前
に
革

命
の
必
要
性
を
訴
え
る
演
説
を
す
る
孫
文

と
、
銃
で
狙
う
暗
殺
者
、
そ
れ
を
阻
止
し

よ
う
と
す
る
看
護
婦
の
活
躍
だ
。

　

英
領
ペ
ナ
ン
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
風
景

革命いまだ成らず

の
展
開
と
な
っ
て

い
る
。

　

孫
文
が
日
本
か

ら
ペ
ナ
ン
に
渡
っ

た
の
は
99
年
前
の

１
９
１
０
年
で
、

辛
亥
革
命
の
１
年

前
だ
っ
た
。
９
度

目
の
武
装
蜂
起
が

失
敗
し
、
最
も
苦

し
く
、
厳
し
い
時

期
に
当
た
る
。
映

画
は
ペ
ナ
ン
で
の

を
背
景
に
、
自
由
奔
放
に
生
き
る
有
力
華

僑
の
娘
、
孫
文
の
暗
殺
を
謀
る
そ
の
フ
ィ

ア
ン
セ
を
登
場
さ
せ
て
、
娯
楽
性
を
盛
り

込
ま
せ
て
い
る
。
監
督
は
香
港
出
身
の
ニ

ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
趙
崇
基
氏
だ
け
あ
っ

て
、
中
国
映
画
と
い
う
よ
り
は
ハ
リ
ウ
ッ

ド
的
な
つ
く
り
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

去
年
は
キ
ュ
ー
バ
の
革
命
家
チ
ェ
・
ゲ

バ
ラ
を
描
い
た
映
画
が
上
映
さ
れ
て
お

ろ
う
と
し
て
お
り
、
米
中
２
極
時
代
の
到

来
を
感
じ
さ
せ
る
。
だ
が
チ
ベ
ッ
ト
や
ウ

イ
グ
ル
の
暴
動
な
ど
を
み
る
と
、
孫
文
の

「
革
命
い
ま
だ
成
ら
ず
」
の
言
葉
が
今
は

別
の
響
き
を
感
じ
さ
せ
て
し
ま
う
。

　

共
同
通
信
客
員
論
説
委
員

�

安
尾　

芳
典

©
深
圳
電
影
製
片
廠

り
、
革
命
家
を
主

人
公
に
し
た
映
画

が
相
次
ぐ
。
今
の

時
代
が
大
変
革
の

激
動
期
に
差
し
か

か
り
、
革
命
家
に

共
感
を
お
ぼ
え
や

す
い
か
ら
だ
ろ
う

か
。

　

中
国
は
国
内
総

生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

が
日
本
を
抜
い
て

世
界
第
２
位
に
な

孫文　100年先を見た男（7.�28）
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会
議
報
告

第
304
回
会
報
委
員
会（

７
・
８　

小
会
議
室
）

　

８
月
号
、
９
月
号
の
編
集
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

出
席　

小
西
、
近
藤
、
菅
谷
、
富
田
、
羽

原
、
枇
杷
田
、
堀
、
八
木
の
各
委
員
。

第
183
回
施
設
運
営
委
員
会

（
７
・
９　

小
会
議
室
）

　

５
月
、
６
月
の
ア
ラ
ス
カ
売
り
上
げ
と

貸
室
利
用
状
況
に
つ
い
て
事
務
局
が
報
告

し
た
。
夏
の
臨
時
措
置
と
し
て
慣
例
に
な

っ
て
い
る
お
盆
期
間
の
短
縮
営
業
と
８
月

の
部
屋
代
半
額
の
実
施
を
、
さ
ら
に
ラ
ウ

ン
ジ
の
書
棚
に
置
く
定
期
購
読
誌
の
追
加

を
決
め
た
。

出
席　

渡
辺
委
員
長
、
高
橋
、
畑
野
、
広

江
、
柏
木
、
國
府
、
佐
藤
、
阿
部
、
塚
田

の
各
委
員
。

第
383
回
会
員
資
格
委
員
会

（
７
・
�6　

小
会
議
室
）

　

８
月
１
日
付
の
会
員
入
退
会
を
審
議

し
、
理
事
会
に
答
申
し
た
。

出
席　

朝
倉
委
員
長
、
布
施
、
松
田
、
金

子
、
坂
本
、
齋
藤
、
大
沼
、
若
松
の
各
委

員
。

第
389
回
企
画
委
員
会（

７
・
29　

大
会
議
室
）

　

司
会
担
当
の
委
員
が
行
事
を
報
告
し
た

後
、衆
院
選
公
示
日
前
日
に
開
催
す
る「
６

党
党
首
討
論
会
」
に
つ
い
て
協
議
し
た
ほ

か
、
今
後
の
ゲ
ス
ト
候
補
な
ど
に
つ
い
て

意
見
を
交
換
し
た
。

出
席　

船
橋
委
員
長
、宮
田（
謙
）、倉
重
、

坂
東
、
橋
本
、
脇
、
原
田
、
宮
田
（
一
）、

高
畑
、
長
谷
川
、
会
田
、
田
﨑
、
川
戸
、

∧
理
事
交
代
∨

山
形
新
聞
社

（
新
）
柴
田　

隆　

取
締
役
東
京
支
社
長

（
旧
）
塩
野
寿
伸

∧
監
事
交
代
∨

北
海
道
放
送

（
新
）
溝
口
博
史　

取
締
役
東
京
支
社
長

（
旧
）
山
田
伴
一

井
田
、
和
田
、
川
村
、
広
瀬
、
石
郷
岡
、

泉
、
瀬
川
の
各
委
員
。

第
474
回
理
事
会
（
書
面
）

①
故
平
田
真
巳
会
員
（
元
共
同
通
信
論
説

委
員
長
）
の
遺
言
執
行
人
・
戸
塚
洋
子
さ

ん
か
ら
の
寄
付
金
１
０
０
万
円
を
ク
ラ
ブ

賞
規
約
の
付
則
に
従
い
、
ク
ラ
ブ
賞
基
金

に
繰
り
入
れ
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

②
創
立
40
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
��
月

４
日
（
水
）
午
後
５
時
30
分
か
ら
、
�0
階

ホ
ー
ル
と
レ
ス
ト
ラ
ン
を
使
い
、
開
催
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

③
上
記
の
役
員
の
一
部
交
代
を
了
承
し

た
。

　

毎
年
７

月
��
日
は

「
世
界
人

口
デ
ー
」。

国
連
が
１

９
８
７
年

に
世
界
で

50
億
人
目

の
赤
ち
ゃ

ん
が
誕
生

し
た
こ
と

を
記
念
し

て
制
定
、

90
年
か
ら
世
界
各
地
で
こ
の
日
を
中
心
に

様
々
な
行
事
を
行
っ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
７
月
７
日
、
�0
階
ホ
ー
ル
に

売
れ
っ
子
の
経
済
評
論
家
・
勝
間
和
代
さ

ん
（
写
真
左
）
を
招
い
て
池
上
清
子
・
国

連
人
口
基
金
東
京
事
務
所
代
表（
同
中
央
）

と
「
経
済
危
機
と
お
母
さ
ん
の
命
」
を
テ

ー
マ
に
対
談
し
た
。

　

池
上
所
長
は
世
界
で
い
ま
毎
分
一
人
の

割
合
で
お
母
さ
ん
が
妊
娠
出
産
に
伴
っ
て

亡
く
な
っ
て
い
る
実
態
を
報
告
。
世
界
銀

行
は
世
界
的
な
経
済
危
機
で
２
０
１
５
年

ま
で
に
20
万
〜
40
万
人
の
乳
児
死
亡
が
増

え
、
妊
産
婦
死
亡
の
増
加
を
懸
念
し
て
い

る
と
し
て
、
こ
の
一
年
「
お
母
さ
ん
の
命

を
守
る
」運
動
を
展
開
し
た
い
と
訴
え
た
。

　

勝
間
さ
ん
は
ビ
ジ
ネ
ス
作
家
�0
人
で
印

税
の
20
％
を
寄
付
し
て
途
上
国
女
性
の
教

育
支
援
、
自
立
支
援
を
進
め
て
い
る
「
Ｃ

ｈ
ａ
ｂ
ｏ
」
の
活
動
を
紹
介
。
現
場
を
訪

れ
た
ス
ー
ダ
ン
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
女
性
た

ち
を
例
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
を

箱
物
中
心
か
ら
、
医
療
従
事
者
や
薬
の
供

給
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
ソ
フ
ト
化
を
図

る
、
現
地
の
特
産
物
に
付
加
価
値
を
つ
け

て
商
品
化
、
女
性
の
雇
用
を
生
み
出
す
直

接
投
資
、
家
族
計
画
を
普
及
さ
せ
、
同
時

に
子
ど
も
た
ち
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
文
化

を
伝
承
さ
せ
る
た
め
女
性
に
識
字
と
権
利

意
識
を
持
た
せ
る
教
育
─
の
重
要
さ
を
強

調
し
た
。
経
済
専
門
家
ら
し
く
女
性
へ
の

投
資
が
男
性
を
含
め
た
国
の
開
発
に
得
策

で
あ
る
こ
と
、
女
性
た
ち
に
は
穀
物
よ
り

利
幅
の
大
き
い
野
菜
の
栽
培
技
術
を
移
転

す
る
利
点
を
挙
げ
た
。

　

最
後
に
人
口
問
題
協
議
会
、
ジ
ョ
イ
セ

フ
会
長
の
明
石
康
さ
ん（
写
真
右
）が「
女

性
へ
の
投
資
は
少
子
高
齢
化
に
悩
む
先
進

国
に
と
っ
て
も
カ
ギ
に
な
る
。
50
億
人
目

の
赤
ち
ゃ
ん
は
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
60
億

人
目
は
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
と

い
う
紛
争
地
で
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
が
、

２
０
１
２
年
と
予
想
さ
れ
る
70
億
人
目
は

平
和
の
地
で
生
ま
れ
て
ほ
し
い
」
と
締
め

く
く
っ
た
。

�

毎
日
新
聞
出
身　

尾
崎
美
千
生

（
人
口
問
題
協
議
会
代
表
幹
事
）

■「
世
界
人
口
デ
ー
」記
念
会
見

　

お
母
さ
ん
た
ち
の
命
を
守
ろ
う

情報発信
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情報発信

　クラブ施設では会員による各種の会合が行われていま
す。企業や大使館などの賛助会員も記者発表の場としてク
ラブを利用しています。

新しいＯＢ会員

■エッセイスト・クラブ賞贈賞式
　日本エッセイスト・クラブ（村尾清一会長�http://
essayistclub.jp/）が贈賞式を行った。受賞は平川祐弘氏
（『アーサー・ウェイリー�『源氏物語』の翻訳者』白水社）、
池谷薫氏（『人間を撮る−ドキュメンタリーがうまれる
瞬間（とき）』平凡社）の２作品。池谷氏は「延安の娘」
「蟻の兵隊｣などの作品があるドキュメンタリー映画監督
（いずれもクラブで試写会を行っている）で、受賞作は
その制作過程のドラマをつづったもの。（7.�8�宴会場）
■シンポジウム「政権選択と地方分権改革」
　日本自治学会（神野直彦会長�http://www.�nihonjichi.
jp/）の主催で、玄葉光一郎･民主党衆院議員、新藤宗幸
･千葉大教授、西尾勝･東京市政調査会理事長、野田毅･
自民党衆院議員、山田啓二･京都府知事、城本勝･NHK
解説委員（司会）が討論を行った。（7.�����0Fホール）
■マス倫懇全国協議会50周年記念講演
　マスコミ倫理懇談会全国協議会設立50周年を記念し、
浜田純一･東大総長が｢メディアの公共性と主体性｣のテ
ーマで講演した。同協議会はマスコミの倫理向上と言論
の自由の確保を目的に58年に設立、現在224の新聞社、
放送局、出版社で構成されている。（7.��3�宴会場）
■小池和男氏に吉野作造賞
　第�0回読売･吉野作造賞が『日本産業社会の｢神話｣』（日
本経済新聞出版社）の小池和男･法政大名誉教授に贈ら
れた。小池氏の専門は労働経済学。受賞作は、｢集団主
義｣｢会社人間｣といった日本の労働に関する通念が誤り
であることを実証的に分析している。（7.��4��0Fホール）
■竹中平蔵氏講演「“構造改革”で地平をひらこう」
　未来をひらく日本委員会（尾畑雅美代表�http://www.
nihoniinkai.com/）で、竹中平蔵氏が講演した。（7.��6�
�0Fホール）
■人身取引に関する特別報告者の会見
　国連の人身取引（特に女性と子ども）に関する特別報
告者のジョイ･ヌゴジ･エゼイロ氏が会見した。エゼイロ
氏は日本での被害者の人権などの調査のため来日してい
た（7/�2〜�8）。日本の問題として、主にアジアからの
被害者が性的な仕事を強制されたり、研修制度の名目で
低賃金で働かされていることなどを指摘、法整備や、多
言語に対応できる保護施設の設置、人身取引を禁じたパ
レルモ議定書への早期批准などを求めた。（7.��7�宴会場）
■緒方貞子さんに後藤新平賞
　後藤新平の会（http://goto-shimpei.org/）が緒方貞子
JICA理事長に後藤新平賞を贈った。国連難民高等弁務
官などとしての長年の国際貢献を評価したもの。授賞式
の後、新平没後80年記念シンポジウムを開催した。（7.�
�8��0Fホール）
■職場のパワーハラスメント対策
　日本生産性本部（牛尾治朗会長�http://www.jpc-sed.
or.� jp/）が、労働ジャーナリストの金子雅臣氏を招き、
パワハラについての研究会を行った。（7.�2���0Fホール）
■政局の行方、見どころ
　日本ジャーナリスト懇話会(竹田純会長)で、総選挙の
展望、選挙後の課題などについて星浩･朝日新聞編集委
員が講演した。毎月の例会の詳細は懇話会会報に掲載さ
れている。（7.24�大会議室）
■討論会｢国民はどのような新政権を求めているか｣

▼相
あいざわ

澤　与
ともつよ

剛
�973年時事通信入社。出版局図書編
集部長、同出版編集部長、同総務、
㈱時事通信出版局常務取締役など。

　通信社に働き、主に出版分野で取材・編集に携わ
ってきました。培ってきたものを生かし、執筆・編
集活動を継続していこうと思います。よろしく。

▼泉
いずみ

　　� 宏
ひろし

�972年時事通信入社。政治部長、編
集局総務兼解説委員、福岡支社長、
取締役編集・国際担当など。

　永田町や霞が関を徘徊し、政局の表裏を見続けて
36年余。「なんでもあり」の現在の政治は「未知と
の遭遇」というより「勝手にしやがれ」という心境。

▼上
うえの

野　稔
みのる

　
�970年東海ラジオ放送入社。東京支
社営業部長、営業局長、取締役営業
担当兼東京支社長など。

　40年のラジオ局での生活を終え、先輩や現役の
皆様からアドバイスをいただきながら、少しでも社
会に貢献できればと考えています。

▼中
なかむら

村　守
まもる

　
�963年共同テレビジョン入社。�972
年からフジテレビジョン報道局。編
集長、報道局長、取締役、扶桑社社
長など。

　どうぞよろしくお願い申し上げます。

▼中
なかもと

元　孝
たかみち

迪
�964年神戸新聞入社。論説委員長、
常勤監査役論説顧問、論説特別顧問
などを経て05年から姫路獨協大学副
学長。

　出戻りの心境です。ジャーナリズムと政治の動き
の中で、地域をじっくり見直したいと思っています。
よろしくお願いします。

▼八
やまき

牧　浩
ひろゆき

行�
�97�年時事通信入社。ロンドン特派
員、経済部長、社長室長、常務取締
役編集局長などを経て時事総合研究
所客員研究員

　原点に立ち返り、内外の混沌とした諸情勢を分析
し、可能な限り集大成していきたいと思います。よ
ろしくお願いします。

　総選挙を前に、マスコミ９条の会が新政権のあり方に
ついて討論会を開催した。民主、共産、社民の各党の代
表者が総選挙への抱負と重点政策を述べた後、作家の辻
井喬氏、評論家の前田哲男氏も参加して討論を行った。
（7.�30��0Fホール）
■放送人政治懇話会
　次のようにゲストを招いた。志位和夫･共産党委員長
（7.��）、野田佳彦･民主党幹事長代理（7.�8）、渡辺喜美･
衆院議員（7.��5）。
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　今後の行事予定（8/3現在）
8.��7（月）�3：00〜�5：00（�0階ホール）

6党党首討論会
8.�24（月）�5：00〜�6：30（９階宴会場）

研究会「オバマのアメリカ」⑧
渡辺将人　ジョージワシントン大学客員研究員

行事案内専用電話　03−3503−3764
　日時の変更なども含め、最新のクラブ行事をテープで
お知らせしています。

会報委員会
委員長＝住田良能
委　員＝小西美和子　近藤憲明　菅谷　齊　富田　恵
　　　　羽原清雅　　枇杷田裕　堀　徹男　村澤繁夫
　　　　八木浩幸
連　絡＝長谷川和子　　本庄五月
（電　話　03−3503−2752　FAX　03−3503−727�）

　クラブの電話　ダイヤルイン

　バー、レストラン、宴会

和食レストラン（９階）
３５０３−２７２３

洋食レストラン（�0階）
３５０３−２７６６

貸室予約、宴会打ち合わせ
３５０３−２７２４

受　付
３５０３−２７２１

会員事務
� ３５０３−２７２５
経　理　　　
� ３５０３−２７２８
クラブ行事への申し込み
３５０３−２７２２

会見申し込みアドレス
� kaiken@jnpc.or.jp

松茸懐石　8月17日〜10月9日
　突き出し・豆腐３種、土瓶蒸し、鯛うす造り、
焼松茸、鰆杉板焼き、松茸と秋野菜天ぷら、松

茸ごはん、季節の水菓子（5,250円）

31日まで半額サービス　10階アラスカ
　今月は�0階レストランの一般メニュー（夜
の部）をすべて半額で提供しています（サー

ビス料は別）。シェフのお薦めディナーコース（オード
ブル2品、スープ、和牛ステーキ、デザート）は通常
�2,600円が6,300円です。この機会にご利用ください。予
約をお願いします。（シェフ　黒須修一）

　予約電話　和食3503-2723　洋食3503-2766 会員社のホールで開催されるコンサートなどの情報をご
紹介します。
●日経ホール
　♪�９／ 22（火）プレミアムジャズ　Vol.２「ダイ
ナミックジャズ」

　　�おとなのためのジャズコンサート。ジョージ川
口Jr.＆NEWBIG４、秋満義孝、清水万紀夫、八
城邦義、稲葉国光、金子晴美ほか（7,350円）

問い合わせ：03-528�-8074
http://www.nikkei-hall.com/

●サントリーホール
　♪��0 ／７（水）�正午（ひる）の名曲定期便〜ザ・
ベース・ギャング〜コントラバスの妙技〜

　　�コントラバス四重奏によるラテン・ベース・メド
レーなど（4,000円�ランチセット券8,000円）

� チケットセンター：03-3584-9999
●王子ホール
　♪９／ 24（木）サンセヴェリーノ
　　渋い歌声・サンセヴェリーノのシャンソンでパリの
ライブハウスのような洒落たコンサート　（6,000円）

� 問い合わせ：03-3567-9990

ホールご案内

ＨＰ http://www.jnpc.or.jp/

資料室　「会見速記録」：７月の新規掲載

●鳩山由紀夫民主党代表記者会見（7.��0）●峰久和
哲朝日新聞編集委員�「世論調査の役割と限界」（6.�
26）●麻生太郎首相�「『そう遠くない日』の真意は」
（6.�25）●福島みずほ社民党党首�「『だから社民党』
と意気込み語る」（6.�24）�●尾見茂自治医大教授「新
型インフルエンザ」�（6.�24）●蓮池透氏�著者と語る
『拉致』（6.��8）●志位和夫日本共産党委員長�「総選
挙へ向けての二つの旗印」（6.��0）

＜法人代表変更＞
　日刊スポーツ新聞社（新）三浦基裕　代表取締役社長
　　　　　　　　　　（旧）川田員之
　日本農業新聞　　　（新）松原　博　代表取締役社長
　　　　　　　　　　（旧）菅原哲朗
　日経ラジオ社　　　（新）鈴木健司　代表取締役社長
　　　　　　　　　　（旧）小林　樹
　テレビ朝日　　　　（新）早河　洋　代表取締役社長
　　　　　　　　　　（旧）君和田正夫
　ビーエスフジ　　　（新）北林由孝　代表取締役社長
　　　　　　　　　　（旧）波久圭司
　信越放送　　　　　（新）中澤哲哉　情報センター長
　　　　　　　　　　（旧）中島克彦
　静岡放送　　　　　（新）桂　英治　�常務取締役兼テ

レビ局長
　　　　　　　　　　（旧）石山隆治
　四国放送　　　　　（新）漆原完次　代表取締役社長
　　　　　　　　　　（旧）近藤　守
　ＲＫＢ毎日放送������（新）井上良次　取締役東京支社長
　　　　　　　　　　（旧）黒木　淳
　衛星チャンネル������（新）川原徹郎　代表取締役社長
　　　　　　　　　　（旧）高橋　勝

　「信頼される男」クロンカイト氏の「会見速記録」

　7月�7日、92歳で死去したウォルター・クロンカイト
氏は�98�年5月、クラブでジャーナリスト仲間である会
員と率直な意見交換を行っています。米ＣＢＳ「イブニ
ングニュース」キャスターを降板して2カ月後の来日で
した。クラブＨＰの資料室へアクセスを。＜訃報＞

　出田裕会員（個人Ｄ・中日新聞ＯＢ、83歳）が７月��
日に死去されました。謹んでお悔やみ申しあげます。

＜会員現況＞法人会員��4�社　基本会員�775人
個人会員��,538人　法人・個人賛助会員�69社��75人
特別賛助会員�8�人　名誉・功労会員�9人
� 計　2�0社�2,578人

　東北電力が入会しました

　８月１日付で法人賛助会員として東北電力が入会しまし
た。すでに東京、中部、関西の３電力会社は会員です。低
炭素社会移行に向け原発やエネルギー問題に関心が高まる
中、記者発表やメディアとの交流の場としてクラブを利用し
てもらえると思います。住所・登録会員は下記の通りです。
　�00-0005　千代田区丸の内�-8-2（03-323�-350�）
　長谷川登・執行役員東京支社長
　宮本保彦・東京支社副支社長
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ボ
ヤ
キ
が
専
売
特
許
の
楽
天
・
野
村
監
督
が
、

珍
し
や
満
面
笑
顔
で
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
ミ
ッ
ト
を
構

え
て
い
る
。マ
ー
君
は
グ
ラ
ブ
も
持
っ
て
い
な
い
。

そ
う
か
、
こ
れ
は
セ
レ
モ
ニ
ー
か
。

　

７
月
８
日
、
Ｋ
ス
タ
宮
城
の
対
ロ
ッ
テ
戦
の
始

球
式
で
、仙
台
在
住
の
沼
田
早
苗
さ
ん
（
24
）
が
、

田
中
投
手
に
車
イ
ス
を
押
し
て
も
ら
い
始
球
式
の

ボ
ー
ル
を
投
げ
た
。
沼
田
さ
ん
は
全
身
の
筋
肉
が

徐
々
に
動
か
な
く
な
る
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
だ

と
い
う
。
マ
ウ
ン
ド
と
本
塁
の
中
間
ぐ
ら
い
の
位

置
か
ら
投
げ
た
ボ
ー
ル
は
、
転
が
っ
て
野
村
監
督

の
ミ
ッ
ト
に
納
ま
っ
た
。

　

彼
女
は
「
一
生
の
思
い
出
で
す
。
同
じ
境
遇
の

人
た
ち
に
も
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
れ
ば
…
」
と

感
謝
の
面
持
ち
で
語
っ
た
そ
う
だ
。

　

野
村
監
督
と
い
え
ば
選
手
の
人
間
教
育
に
励
ん

で
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、「
い
ま
の
選

手
に
最
も
欠
け
て
い
る
も
の
は
何
か
、
そ
れ
は
感

謝
の
心
だ
」
と
指
摘
す
る
。
著
書
『
野
村
ノ
ー
ト
』

（
２
０
０
５
年
、
小
学
館
刊
）
で
、
ヤ
ク
ル
ト
時

代
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

　
「
日
本
に
は
年
賀
状
や
暑
中
見
舞
い
と
い
う
風

習
が
あ
る
。
多
く
の
選
手
が
年
賀
状
く
ら
い
ち
ゃ

ん
と
寄
こ
す
が
、
古
田
か
ら
は
年
賀
状
一
枚
来
な

い
。
言
葉
が
な
け
れ
ば
何
も
伝
わ
ら
な
い
」

　

へ
え
、
そ
う
な
の
か
。
人
間
て
わ
か
ら
な
い
も

の
だ
な
あ
と
思
う
の
だ
っ
た
。

�

（
石
井　

英
夫
）

撮影　　鈴木　大介（すずき・だいすけ　共同通信写真部）写 真 回 廊

5.�8�参院本会議場

ノムさんの人間教育


